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〈
編
集
後
記
〉本
号
の
特
集
で
は
、本
学

の
学
生
に
は
当
然
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
留
学
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
た
。

世
界
諸
地
域
、
諸
言
語
の
社
会
や
文
化

へ
の
気
づ
き
と
、
そ
こ
へ
の
貢
献
を
考

え
る
学
生
の
例
が
多
く
集
ま
り
、
壮
観

だ
。
東
京
外
大
と
は
こ
う
い
う
大
学
で

あ
り
、
世
界
的
な
視
野
に
立
っ
て
こ
う

い
う
人
材
を
育
て
て
い
る
の
か
、
そ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
企
業
人
や
本
学
志
望

の
受
験
生
に
届
け
ば
う
れ
し
く
思
う
。

（
編
集
子
）
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2016 Number 11

2010年春に広報誌を創刊しまし
た。タイトルは「GLOBE Voice」。
「地球」と「声（=人）」という２つの言
葉を合わせた造語です。東京外国
語大学の使命は、「地球をつなぐ
声」を発することができる人材を育
てること。そのためには、さまざまな
国の文化・歴史といった、背景を知
ることが欠かせません。11号目となる
今号は、東京外国語大学ならでは
の多様な留学のいまを特集します。

写真・中川正子

90％。この数字、入学時のアンケートで
「大学時代に留学したいか」という質問に
「YES」と答えた東京外大生の割合。
入学したての学生の10人中9人が
世界に目を向けて動こうとしている。

文・坂下明子、凡平　写真・竹井俊晴

モデル・言語文化学部1年 鈴木陽子

特集
グローバルで生きて行く。
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y a
broad?”
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case2
case3

case1case4

足を運んで
初めてわかる
その土地のこと

　ベトナム語専攻では、1年生夏
学期のSV※が恒例となっています。
午前中はベトナム語の授業、午後
は現地企業の見学や現地学生と
の交流プログラムがあり、最後の
2日間は見学旅行でした。
　正直言って、1年生の夏の段階
で行っても……という思いもあり
ましたが、実際に足を運んでみて、
どんな国なのか様子をつかめた
のは収穫でした。首都だからビル
が林立しているかと思いきや、ハノ
イは歴史を感じさせる落ち着いた
町だなとか、南部と北部では気候
も言葉も違うなとか……。
　アジアの中でも将来性が大きい
と思ってベトナム語を選んだので
すが、町には若者が多く、人々 のエ
ネルギーをすごく感じました。次
は、素通りしたベトナム中部も訪ね
てみたいし、長期留学も考えてみ
ようと思うようになりました。

Junta Nomura

※SV＝ショートビジット

言語・地域に
固執せず

視野を広げたい

　希望していたシリアへの留学が
かなわず、パレスチナに留学しまし
た。アラビア語だけではコミュニ
ケーションに不安があり、交換留
学の直前にSV※でアイルランドに
行き英語力を強化しました。
　ビルゼイト大学では、
留学生向けのアラビア
語プログラムを受講。
多少のトラブル
もありましたが、
私の住んでいた
町は治安面の問
題はありませんで
した。また、異なる
バックグラウンドを持
つ人と働く中で、自分なりの
アプローチを探したいと帰国前に
マケドニアに寄り、シリアからの難
民の支援活動にも携わりました。
　留学での一番の発見は、宗教に
よる問題や対立は「中東だから、
イスラム教だから」というものでは
ないということ。中東やアラビア
語にこだわらず、もっと視点や世界
を広げていきたいと思っています。

Haruna Iizuka

※SV＝ショートビジット

スタディツアーで
得られた
貴重な体験

　リオ五輪通訳ボランティアの参
加者は、英語とポルトガル語担当
の計24人で、出発前にスポーツ選
手のインタビュー動画を使っ
た通訳研修がありました。
　リオでは、メイン
プレスセンターに
配属され、報道
関係者への案内
やインタビュー
音声の翻訳など
を担当することに。
マニュアルや説明も
なく、ブラジル人リーダ
ーの物事の進め方に最初は戸
惑いましたが、見よう見まねで道
案内をしたり、Wi-Fi接続の問い
合わせに対応したりしました。
　多国籍の現場で英語を使って
働けたのは貴重な体験でしたし、
インタビューの翻訳や観戦を通じ
て、日本人選手の活躍を共有でき
たのはとてもうれしかったです。
インバウンドの仕事に関心がある
ので、社会人で迎える東京オリン
ピックでも、ぜひ何らかの形で関
われたらと思っています。

Misako Niiyama

交換留学
（3年夏から

8カ月）

パレスチナ
ビルゼイト

大学

　

東
京
外
国
語
大
学

の
留
学
は
、
６
カ
月

か
ら
１
年
の
長
期
海

外
留
学
と
２
カ
月
未

満
の
短
期
海
外
留
学

に
大
別
さ
れ
る
。

　

長
期
留
学
で
代
表

的
な
の
は
、
協
定
校

へ
の
交
換
留
学
で
、

２
０
１
６
年
５
月
現
在
、
世
界
53
カ

国
・
地
域
に
１
２
４
の
協
定
大
学
・
機

関
が
あ
る
。
３
年
生
の
夏
学
期
か
ら
１

年
間
留
学
し
て
専
攻
言
語
や
専
攻
地
域

の
知
識
を
よ
り
深
め
る
学
生
が
多
い
。

留
学
中
の
単
位
が
卒
業
単
位
と
し
て
認

め
ら
れ
る
た
め
、
１
年
間
留
学
し
て
も

４
年
間
で
の
卒
業
が
可
能
だ
。

　

協
定
校
以
外
の
大
学
な
ど
に
休
学
留

学（
※
１
）
や
自
由
留
学（
※
２
）
を
す
る
学

生
も
多
い
（
15
年
度
は
計
４
８
２
人
）。

ま
た
、
留
学
の
代
わ
り
に
、
企
業
や
国

際
機
関
な
ど
で
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
行
う
学
生
も
い
る
。

　

長
期
留
学
で
気
に
な
る
の
が
費
用
の

こ
と
。
交
換
留
学
の
場
合
は
海
外
で
の

学
費
は
発
生
し
な
い
も
の
の
、
生
活
費

は
自
己
負
担
。
渡
航
先
や
生
活
ス
タ
イ

ル
に
も
よ
る
が
、
月
に
約
４
万
〜
12
万

円
の
生
活
費
が
か
か
る
。
協
定
校
に
派

遣
さ
れ
る
学
生
の
大
半
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
（
日
本
学
生
支
援
機
構
）
な
ど
給
付

型
の
奨
学
金
（
月
額
６
万
〜
10
万
円
）

を
利
用
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
２
０
１

５
年
度
か
ら
春
・
夏

 

・
秋
・
冬
学
期
の
ク

ォ
ー
タ
ー
制
を
採
用

し
て
お
り
、
必
修
授

業
の
な
い
夏
学
期

（
７
月
中
旬
〜
９
月

末
）と
冬
学
期（
１
月

下
旬
〜
３
月
末
）に

短
期
留
学
を
す
る
学
生
が
増
え
て
い
る
。

　

短
期
留
学
で
最
も
多
い
の
が
、
協
定

校
で
学
ぶ
約
４
週
間
の
「
シ
ョ
ー
ト
ビ

ジ
ッ
ト
」で
、15
年
度
に
は
延
べ
４
９
３

人
（
う
ち
１
年
生
２
５
４
人
）
が
参
加
。

専
攻
言
語
の
語
学
力
ア
ッ
プ
、
英
語
力

の
強
化
、
長
期
留
学
の
準
備
な
ど
参
加

目
的
は
学
生
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

事
前
の
予
備
授
業
と
事
後
の
報
告
会

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
短
期
集
中
科
目

「
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
も
あ
る
。
15
年
度

の
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
機
関
訪
問
、
16

年
度
の
リ
オ
五
輪
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
他
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
い
。

　

ま
た
、
海
外
の
協
定
校
な
ど
か
ら
学

生
を
受
け
入
れ
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
プ

ロ
グ
ラ
ム（
※
３
）
も
あ
り
、
そ
の
実
施
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、〝
国

内
留
学
〞
を
す
る
学
生
も
い
る
。

国際社会学部 西南ヨーロッパ地域
フランス語 4年

池田康太さん 

いけだ こうだい

交換留学（3年夏から10カ月）

フランス
パリ政治学院

言語文化学部 ベトナム語
東南アジア地域 1年

野村純太さん 

のむら じゅんた

ショートビジット（1年次・夏）

ベトナム
ハノイ国家大学人文・社会科学大学

国際社会学部 西南ヨーロッパ地域
フランス語 2年

新山美紗子さん 

にいやま みさこ

スタディツアー（2年次・夏）

ブラジル
リオ五輪通訳ボランティア

国際社会学部 西アジア・北アフリカ地域アラビア語 4年
飯塚遥奈さん 
いいづか はるな 

ショートビジット（3年次・夏）
アイルランドアイルランド国立大学コーク校

マイノリティを
経験し

考え方が寛容に

　パリ政治学院の授業では、2人
一組で与えられたテーマについて
プレゼンを行うなど、得た知識で
自分の考えを組み立てることが求
められました。留学生の多い大学
で、英語で行われる授業もあれば、
フランスを知る科目としてワイン
や料理の授業もありました。
　留学中にできるだけ成長するに
は、インプットだけでなく、積極的
なアウトプットが必要と考え、夏に
はドイツで開催された学生会議に
日本メンバーとして出席し、最後
の2カ月間はベンチャー企業でイ
ンターンシップもしました。
　フランス社会という多様性の中
で「マイノリティの一部」になって
みて、異なるものに対してとても寛
容になりました。将来の選択肢も
増え、留学前は日本企業にと考え
ていましたが、今は海外企業や進
学も視野に入れています。

Koudai Ikeda

［長期海外留学］

世界の124校で
専門に磨きをかける
1年間の交換留学

［短期海外留学］

夏・冬学期は海外へ
個性的なプログラムで
経験と実力を養う

※
１ 

休
学
し
て
留
学
す
る
も
の
の
う
ち
、単

位
認
定
の
申
請
を
行
っ
て
い
る
も
の

※
２ 

休
学
し
て
留
学
す
る
も
の
の
う
ち
、単

位
認
定
の
申
請
を
行
わ
な
い
も
の

※
３ 

３
〜
４
週
間
の
短
期
集
中
日
本
語
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
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case6

case5

積極的な交流で
言葉や国を超えた
一対一の関係に

　3年冬からの長期留学の
「基盤作り」のつもりで、
SV※に参加しました。私
が参加したプログラムは、語学の
ほかに自分でテーマを決めるフィ
ールドワークの課題もあったので、
言葉を学ぶよりも言葉を使って何
かをしたいという私の目的にぴっ
たり。午前中は現地の学生に片
っ端から声を掛けて、自分のテー
マである「メキシコの公教育」に
ついてのアンケートを採り、午後
は語学の授業を受けました。
　積極的にメキシコ人と交流する
ようにし、誘われたフィエスタ（パ
ーティー）には必ず出かけました。
夜遅くまで語り合い、言葉や国を
超えた一対一の人間関係も築け
ました。メキシコで取り組みたい
ことも見えてきて、長期留学への
大きなステップになりました。

Kaiya Watanabe

※SV＝ショートビジット

やりたいことは
進路の決定前に
体験してみて！

　もともと国際協力に関心があっ
たので、大学で学ぶよりはさまざ
まな体験をしたいと思って、留学
ではなく国際NGOの現地事務所
での長期インターンを選びました。
担当していたのは、現地事務所の
ブログ更新、支援報告用の撮影、
簡単な通訳などです。
　国際教育のゼミに入ってい
るので、空き時間には近くの
小・中学校で授業を見学さ
せてもらい、週末には支援す
る農家でホームステイも体
験しました。
　言葉も上達しましたが、「カ
ンボジア人」や「農家」などとカ
テゴライズせず、ひとりの人間とし
て関わることの大切さを学べ
たのが最大の収穫でした。
また、農業や環境教育に
触れてみて、日本への関
心も強くなりました。進
路を決める前に貴重な体
験ができて何よりでした！

Asami Ishiyama

国際社会学部 東南アジア地域
カンボジア語 3年

石山麻美さん 

いしやま あさみ

長期インターンシップ
（3年秋から1年）

カンボジア
コンポンクデイ

　
学
生
の
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
の
が
、
留
学
支
援
共
同
利
用

セ
ン
タ
ー
だ
。
毎
年
数
百
人
の
学

生
を
送
り
出
し
て
い
る
経
験
豊
か

な
ス
タ
ッ
フ
が
、
学
生
か
ら
の
相

談
に
対
応
し
て
い
る
。

　
留
学
前
の
学
生
に
は
、
留
学
や

奨
学
金
の
情
報
提
供
、
個
別
相
談
、

申
請
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
教
材
を
通
じ
た
危
機
管
理
教

育
も
実
施
し
て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
度
に
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
た
だ
い
ま
海
外
留
学
中
」

が
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
サ
イ
ト
を
通

じ
て
、
事
前
に
届
け
出
た
長
期
・

短
期
留
学
、
海
外
旅
行
中
の
学
生

と
の
連
絡
や
緊
急
時
の
安
否
確
認

な
ど
が
と
れ
る
た
め
、
危
機
管
理

の
体
制
も
整
備
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
主
要
な
海
外
協
定
校
に

は
、
日
本
語
教
育
・
日
本
教
育
の

拠
点
と
し
て
「G

lo
b

al Jap
an

O
ffic

e

」
が
設
置
さ
れ
て
お
り

（
２
０
１
６
年
８
月
時
点
で
10
カ

所
）、
本
学
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ス

タ
ッ
フ
が
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に

当
た
っ
て
い
る
。

この他、東京外大生600件以上の
留学体験を閲覧できる「留学体験
報告」も用意している。
■ 交換留学の体験談
https://mdle.tufs.ac.jp/
exchangeReport/ryugaku

■ ショートビジット留学の体験談
https://mdle.tufs.ac.jp/
exchangeReport/visit

渡航後、留学生はこのサイトを通じ
て大学と連絡を取りあうことができ
る。コメントをそえてくれる学生も。

Support
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留
学
す
る
学
生
に

と
っ
て
心
強
い
の
が
、

東
京
外
大
な
ら
で
は

の
縦
・
横
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

各
分
野
の
第
一
線
で

活
躍
し
現
地
に
も
詳

し
い
教
員
や
、
約
80

カ
国
か
ら
の
留
学
生
が
い
る
た
め
、
日

本
に
い
な
が
ら
リ
ア
ル
な
情
報
や
注
意

点
な
ど
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け

ら
れ
る
。

　

学
校
選
び
や
留
学
準
備
で
役
立
つ
の

は
、
実
際
に
留
学
を
経
験
し
た
先
輩
の

情
報
だ
。
留
学
支
援
共
同
利
用
セ
ン
タ

ー
（
通
称
ト
ビ
タ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、

個
別
の
留
学
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
ほ

か
、
毎
年
10
月
に
学
内
で
開
催
さ
れ
る

留
学
フ
ェ
ア
で
は
、
先
輩
の
生
の
声
を

聞
け
る
留
学
地
域
別
の
座
談
会
や
留
学

体
験
報
告
会
を
設
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
換
留
学
と
シ
ョ
ー
ト
ビ
ジ

ッ
ト
の
体
験
談
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し

た
「
留
学
体
験
報
告
」（
現
在
６
０
０

件
以
上
を
掲
載
）、
留
学
先
の
リ
ア
ル

な
情
報
を
ブ
ロ
グ
形
式
で
つ
づ
る
「
ト

ビ
タ
く
ん
留
学
日
記
」
な
ど
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
も
留
学
の
リ
ア
ル
な
情
報
を

公
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
留
学
先
で

も
、
世
界
各
地
で
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ

た
ち
が
、
留
学
生
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。

［ネットワーク］

教員や先輩から
得られる

リアルで具体的な情報

経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
と

新
シ
ス
テ
ム
で

学
生
を
サ
ポ
ー
ト

留学支援共同利用センター
（通称：トビタセンター） 

本部管理棟1F、留学生課

私たちは情報を提供し提案をするだけ。
決めるのはあくまでも学生本人です。

留学は準備の段階から始まっています！！

私たちが留学をサポートします

無事ホテルに着きま
した。

トランジットの時間を
利用し、シンガポール
でツアーに参加します。

8/21に学校が終わる
ので、その後モスクワ
に4日滞在して8/26に
帰国の予定です。

徐々に友人が増え充
実した日々を過ごして
います。食事の準備に
少々悩み中。

大学でのアクティビテ
ィを通じて、友達作り
に励んでいます。

元気なのですが、飛
行機で預けたスーツ
ケースが届かなくて困
っています。

本学オリジナルの
留学手引きと
ハンドブック

休学留学
（3年冬から

1年）

メキシコ
メキシコ国

立自治大学

国際社会学部 ラテンアメリカ地域スペイン語 3年
渡邉海也さん 
わたなべ かいや

ショートビジット（2年次・冬）
メキシコ

グアナフアト大学

危機管理

ただいま海外留学中

東京外大生の留学生活がわかるブ
ログ。勉強以外の文化や歴史、リア
ルな日常の様子がわかる。

情報収集

トビタくん留学日記
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2015年、西東京にある３つの国立大学法人が結集し、ある画期的な試みがスタートした。
科学技術の教育研究に取り組む東京農工大学・電気通信大学と、世界の言語・地域の教育研究に取り組む
東京外国語大学。個性豊かな３つの大学が連携し、実践型グローバル人材の養成に乗り出したのである。
この取り組みは、「西東京国際学究都市構想」に基づくものであり、３大学が共同申請した文理協働型人材

養成プログラムは、「平成27年度 大学の世界展開力強化事業（中南米）」に採択された。その目的は、外国語
の実践力と国際感覚を具え、地球的規模の課題解決能力を持った“文理協働型人材”を育成することにある。
このエポックメイキングな試みによって、３大学は何を実現しようとしているのか。３人の学長が、日本の教育の
未来像とグローバル化時代の人材育成について大いに語り合った。

電気通信大学長  　東京農工大学長  　東京外国語大学長

福 田 喬 ＋ 松 永 是 ＋立 石 博 高

学長鼎談

文・吉田燿子　写真・竹井俊晴

「 連 携 」と 「 協 働 」で
グローバル人材の育成を目指す

Tadashi Matsunaga

Takashi Fukuda

Hirotaka Tateishi
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立
石
博
高
学
長
（
以
下
、
立
石
）　

電
気
通
信

大
学
、
東
京
農
工
大
学
お
よ
び
東
京
外
国
語
大

学
は
、
西
東
京
地
区
の
半
径
５
キ
ロ
圏
内
に
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
特
色
の
あ
る
国
立
大
学
法

人
で
す
。
21
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い

て
大
学
が
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め

に
は
、
特
色
の
あ
る
大
学
同
士
が
互
い
に
連
携

し
、
よ
り
良
い
教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
し
た
思
い
か
ら
、
３

大
学
連
携
と
い
う
形
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
こ
の
３
大
学
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

文
部
科
学
省
や
社
会
一
般
か
ら
も
、
大
き
な
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
が
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
を
壊
す
こ
と
が

課
題
発
見
と
問
題
解
決
へ
の
道

　

東
京
外
大
は
、「
世
界
諸
地
域
と
日
本
を
結

ぶ
教
育
研
究
の
拠
点
大
学
」
を
目
指
し
、「
世

界
の
言
語
・
地
域
の
理
解
を
基
盤
と
し
て
異
文

化
間
の
理
解
を
深
め
、
地
球
社
会
の
人
々
の
共

存
・
共
生
に
寄
与
す
る
」
こ
と
を
基
本
的
な
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
文
系
の
知

だ
け
に
頼
っ
て
い
て
は
、
目
標
の
実
現
は
難
し

い
。
本
学
と
異
な
る
特
色
を
持
つ
大
学
と
連
携

し
な
が
ら
、
新
し
い
人
文
知
の
あ
り
方
を
追
求

し
た
い

│
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
私
た
ち
は
大

学
間
連
携
を
大
変
重
視
し
て
お
り
ま
す
。

松
永
是
学
長
（
以
下
、
松
永
）　

農
工
大
は
、

農
学
・
工
学
を
中
心
と
す
る
、
実
践
的
な
理
系

の
教
育
研
究
分
野
を
備
え
た
大
学
で
す
。
第
３

期
中
期
計
画
で
は
、「
世
界
が
認
知
す
る
研
究

大
学
へ
」
と
い
う
中
期
目
標
を
大
き
く
掲
げ
、

４
つ
の
具
体
的
な
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

「
世
界
と
競
え
る
先
端
研
究
力
の
強
化
」「
国
際

社
会
と
の
対
話
力
を
持
っ
た
教
育
研
究
の
推
進
」

「
日
本
の
産
業
界
を
国
際
社
会
に
向
け
て
牽
引
」

「
高
度
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
」

│
こ
の
４
つ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

人
事
制
度
の
改
革
を
進
め
、
優
秀
な
若
手
や
女

性
、
外
国
人
な
ど
の
研
究
者
が
集
ま
り
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
の
３
分
野
を
研
究
重
点
分
野
と
す
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
院
」
を
新

た
に
設
置
。
海
外
の
〝
ス
ー
パ
ー
教
授
〞
を
招

聘
し
、
国
際
共
同
研
究

や
国
際
共
著
論
文
を
飛

躍
的
に
増
や
そ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。

福
田
喬
学
長
（
以
下
、

福
田
）　

電
通
大
で
は
、

科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
先
導
す
る
高
度

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
学
部
・
研
究
科
を
大
幅

に
改
組
・
再
編
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
他
大
学
に
な
い
特
色
あ
る
概
念

と
し
て
「
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
」

（
人
間
・
社
会
・
自
然
の
秩
序
を
形
成
す
る
、

物
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
情
報
を
介
し
た
相
互
作
用

を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
捉
え
、
そ
の
本
質

の
理
解
と
機
能
向
上
を
研
究
対
象
と
す
る
学

問
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
根
幹
に
は
、

「
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
（
境
界
線
）
を
壊
す
よ
う
な

幅
広
い
見
方
に
よ
っ
て
対
象
を
捉
え
、
物
事
を

解
決
に
導
く
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

大
学
や
先
生
方
は
、
と
も
す
れ
ば
専
門
領
域
に

閉
じ
こ
も
っ
て
壁
を

作
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
の
改

組
で
は
、
学
部
の

「
学
科
」
を
廃
止
し
、

ゆ
る
や
か
に
ま
と
ま

っ
た
３
つ
の
「
類
」

に
再
編
。
大
学
院
で

も
、
従
来
の
２
つ
の

研
究
科
を
１
つ
に
統
合
し
ま
し
た
。
こ
の
改

組
・
再
編
に
よ
っ
て
、
学
生
は
自
分
が
学
び
た

い
分
野
を
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
形
で
幅
広

く
選
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
革

で
、「
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
」
の

具
体
化
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
大
学
に
お
け
る
教
育
力
・
研
究
力
強

化
の
ベ
ー
ス
は
「
個
人
の
力
の
最
大
化
」
に
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
人
の
価
値
観
や
方
法

論
、
実
践
を
尊
重
す
る
一
方
で
、
組
織
と
し
て

は
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
を
壊
す
方
向
に
引
っ
張
っ
て

い
き
た
い
。
そ
の
１
つ
が
「
連
携
・
協
働
」
で

あ
り
、
今
後
は
、
西
東
京
３
大
学
の
連
携
を
大

き
な
枠
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

立
石　

今
、「
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
を
壊
す
」
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
同
感
で
す
。

や
は
り
既
存
の
学
問
や
教
育
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
社
会
に
十
分
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
私
は
常
々
「
３
つ
の
イ
ン
タ
ー
」
と

い
う
こ
と
を
学
生
た
ち
に
言
っ
て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

（international

）」。
国
（nation

）
と
い
う

バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
の
壁
を
壊
し
て
相
互
に
理
解
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
つ
目
は
「
イ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル　

（intercultural

）」。
人
・
も
の
・
金
・
情
報

が
溢
れ
る
21
世
紀
社
会
に
お
い
て
は
、
国
家
の

み
な
ら
ず
文
化
（culture

）
の
壁
も
超
え
、

異
文
化
理
解
・
多
文
化
共
生
を
目
指
す
姿
勢
や

学
問
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
イ
ン
タ
ー
デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー

（interdisciplinary

）」。
世
界
が
認
知
す
る

研
究
大
学
と
な
る
た
め
に
は
、
従
来
の
専
門
分

野
（discipline

）
の
壁
を
超
え
、
真
に
学
際

的
（interdisciplinary

）
な
教
育
研
究
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
農
工

大
・
電
通
大
・
本
学
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
う
ま

く
融
合
し
、
刺
激
し
合
え
る
よ
う
な
シ
ナ
ジ
ー

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

松
永　

農
工
大
が
専
門
と
す
る
農
業
・
工
業
の

分
野
で
も
、
異
文
化
理
解
は
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
農
業
や
工
業
の
世
界
で
は
、
早
く
か

ら
多
様
な
文
化
を
持
つ
国
々
と
の
間
で
密
接
な

関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
日
系
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
工
場
も
、
欧
米
や
東
南
ア
ジ

ア
、
中
東
、
東
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
中
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
科
学
技
術
面
の
み
な
ら
ず
、
そ
の

背
景
と
な
る
文
化
を
よ
り
深
く
理
解
し
な
い
か

ぎ
り
、
本
当
に
い
い
も
の
は
作
れ
な
い
。
ま
た
、

も
の
づ
く
り
や
輸
出
入
を
通
じ
て
海
外
と
交
流

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

福
田　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
は
良
い
面
と
悪
い
面
が

あ
る
。
今
は
政
治
・
経
済
も
含
め
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
価
値
の
波
及
・
伝
播
が
起
こ
り
や
す
い

状
況
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
す
。
一
方
で
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
と
し
て
大
変
な
競
争
社

会
が
到
来
し
て
い
る
。
そ
の
事
実
を
直
視
し
な

が
ら
、「
人
間
社
会
の
幸
せ
の
た
め
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
」
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

異
文
化
理
解

な
く
し
て
、

も
の
づ
く
り
は

で
き
な
い

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
は

光
と
闇
の

両
面
が
あ
る

　

そ
の
た
め
に
は
、
各
々
の
地
域
が
お
互
い
の

価
値
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
東
京
外
大
の
地
域
研
究
は

１
つ
の
規
範
を
提
供
で
き
る
学
問
分
野
だ
と
思

い
ま
す
。
電
通
大
に
は
こ
う
し
た
分
野
の
知
見

が
欠
け
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
教
示
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

異
文
化
を
理
解
し
な
い
か
ぎ
り

地
域
の
課
題
は
解
決
で
き
な
い

立
石　

今
回
、
農
工
大
と
電
通
大
の
資
料
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
き
、
科
学
技
術
分
野
で
も
人
文

系
と
同
様
の
問
題
意
識

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

驚
き
ま
し
た
。
農
工
大

も
電
通
大
も
、「
人
と

自
然
と
の
共
生
」
を
大

変
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
、

文
化
間
の
摩
擦
を
生
む

だ
け
で
な
く
、
人
と
自

然
と
の
関
わ
り
と
い
う
面
で
も
深
刻
な
問
題
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
面
か
ら
も
、
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
で
進
行
し
て
い
る
問
題
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

福
田　
「
人
と
自
然
と
の
共
生
」
に
関
す
る
１
つ

の
例
と
し
て
、
私
が
学
生
時
代
に
学
ん
だ
こ
と

を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
球
の
外
側

に
は
ヴ
ァ
ン
・
ア
レ
ン
帯
と
い
う
放
射
線
帯
が
あ

る
の
で
す
が
、
今
や
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
分

布
は
、
原
始
の
姿
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
大
戦

後
か
ら
１
９
５
０
年
代
に
か
け
て
、
南
太
平
洋

地
域
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
核
実
験
で
す
。
こ
の

実
験
に
よ
っ
て
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
粒
子
が
大
量
に

放
出
さ
れ
、
ヴ
ァ
ン
・
ア
レ
ン
帯
に
捕
ら
え
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
地
球
が
形
成
さ
れ
た
時
の
自
然

の
状
態
を
、
人
間
が
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

自
然
は
あ
る
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す

な
わ
ち
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
情
報
の
や
り
取
り

を
含
め
た
相
互
作
用
に
よ
っ
て
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
人
間

が
不
当
に
介
在
す
る
と
、
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が

大
き
く
崩
れ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
は
人
と
自
然

と
が
共
存
で
き
る
よ
う
、
総
体
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
な
が
ら
、
人
間
の
豊
か
さ
を
追
い
求

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
バ
ウ

ン
ダ
リ
ー
や
既
存
の
学
問
領
域
を
超
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
科
学
」
の
意
味
合
い
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
永　

今
の
お
話
を
現
代
の
我
々
に
身
近
な
問

題
に
引
き
寄
せ
る
と
、「
人
と
自
然
と
の
共
生
」

を
考
え
る
上
で
、
環
境
問
題
や
食
料
問
題
は
大

変
重
要
で
す
。
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
食
料
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
し
、
環
境
も
整
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
は
理
系
の
立
場
か

ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
文

化
を
理
解
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

を
解
決
す
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。

　

文
化
間
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
で
す
か
ら
、

３
大
学
の
連
携
は
今

後
ま
す
ま
す
強
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と

東
京
農
工
大
学
長
／
１
９
７
９
年
３
月
東
京
工

業
大
学
大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。80
年
７
月
東
京
工
業
大
学
資
源
化
学

研
究
所
助
手
、82
年
４
月
東
京
農
工
大
学
工
学

部
助
教
授
、89
年
4
月
同
・
工
学
部
教
授
、94
年

４
月
同
・
共
同
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
。同
・
工

学
部
長
、副
学
長（
学
術
・
研
究
担
当
）を
経
て
、

２
０
１
１
年
よ
り
現
職
。12
年
２
月
ま
で（
社
）

電
気
化
学
会
会
長
。

電
気
通
信
大
学
長
／
１
９
７
０
年
３
月
京
都
大

学
理
学
研
究
科
地
球
物
理
学
専
攻
修
士
課
程

修
了
。同
年
５
月
電
気
通
信
大
学
助
手
。90
年

８
月
ド
イ
ツ
・
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
超
高
層
物

理
学
研
究
所
招
聘
研
究
員
。電
気
通
信
大
学
電

気
通
信
学
部
教
授
、同
・
電
気
通
信
学
部
長
、理

事
、副
学
長
な
ど
を
経
て
、２
０
１
４
年
４
月
よ

り
現
職
。

松
永 

是

福
田 

喬

ま
つ
な
が 

た
だ
し

ふ
く
だ 

た
か
し
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思
い
ま
す
。

立
石　

同
感
で
す
ね
。
環
境
と
の
関
係
で
も
う

１
つ
具
体
例
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
パ
ー
ム
油
の
生
産
に
起
因
す
る
環
境
破

壊
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ム
油
は
ア

ブ
ラ
ヤ
シ
の
果
肉
か
ら
得
ら
れ
る
油
脂
で
、
食

料
や
石
鹼
、
洗
剤
、
化
粧
品
な
ど
に
幅
広
く
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
パ
ー
ム
油

の
原
料
と
な
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
栽
培
す
る
た
め

に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
の
貴
重
な
熱

帯
林
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
現
地
の
農
業
社
会
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
進
国
の
人
々
の
都
合
で
、
こ
れ
以
上
の
伐
採

を
進
め
て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
球
規
模
で
考
え
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
き
ま
す
。
地
球
環
境

や
地
域
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
科
学
技

術
や
農
業
技
術
の
発
展
と
い
か
に
う
ま
く
調
和

さ
せ
て
い
く
か
。
地
域
の
文
化
と
農
業
・
工
業

を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
こ
の
事

例
は
ま
さ
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

福
田　

今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い
う
言
葉
は
も
っ

ぱ
ら
経
済
分
野
で
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
私
が
考
え
る
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
や
特
性
に
基
づ
き
、
そ

の
価
値
を
一
層
輝
か
せ
る
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
、

科
学
技
術
を
用
い
て
行
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

地
域
の
価
値
と
先
進
国
の
科
学
技
術
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
こ
そ
が
本
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
と
思

う
の
で
す
。

　

東
京
外
大
が
地
域
研
究
に
よ
っ
て
培
っ
た
問

題
意
識
や
方
向
づ
け
と
、
農
工
大
や
電
通
大
の

科
学
技
術
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
、

真
の
〝
文
理
協
働
〞
で
は
な
い
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

立
石　

私
は
常
々
、
環
境
問
題
と
の
関
わ
り
で

学
生
に
言
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「T

hink and act globally and 
locally

」、
つ
ま
り
、「
地
球
と
地
域
の
両
方
を

見
据
え
て
考
え
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
言
葉
の
も
と
に
な
っ
た
の
が
、
92
年
の

リ
オ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
以
来
、
盛
ん
に
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
「T

hink globally, act 
locally

」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ
は
「
地
球

規
模
で
考
え
、
地
域
に
根
ざ
し
て
行
動
し
よ

う
」
と
い
う
意
味
の
標
語
で
、
１
９
１
５
年
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
学
者
ゲ
ッ
デ
ス
が
提
唱
し

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ッ
デ
ス
は
今

で
言
う
π
型
人
材
で
、
生
物
学
者
で
あ
る
と
同

時
に
地
理
学
者
、
都
市
工
学
者
で
も
あ
る
と
い

う
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
を
具
え

た
人
物
で
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
１
人
の

天
才
的
な
人
物
の
出
現
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

教
育
を
通
じ
て
自
然
科
学
や
文
化
、
経
済
を
総

合
的
・
包
括
的
に
考
え
ら
れ
る
人
間
群
を
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、

西
東
京
３
大
学
の
連
携
は
大
変
重
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

〝
文
理
協
働
〞に
よ
り

地
球
的
課
題
の
解
決
を
目
指
す

松
永　

今
、
東
京
外
大
、
電
通
大
、
農
工
大
の

先
生
方
が
結
集
し
て
、
３
大
学
連
携
の
た
め
に

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
一
面
的
な
協
力

に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
大
接
続
や
教
養
教
育
、
専

門
教
育
、
大
学
院
教
育
な
ど
、
各
フ
ェ
ー
ズ
に

対
応
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各
大

学
が
独
自
に
検
討
し
て
き
た
入
試
や
教
育
の
あ

り
方
を
、
３
大
学
が
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
立
石
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、「
下
か
ら
上
ま
で
」
の
協
力
体
制
が

構
築
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

非
常
に
画
期
的
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

立
石　

ま
さ
に
「
協
働
」
こ
そ
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
試
み
と
し
て
、
２
０

１
５
年
秋
、「
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
の
一

環
で
あ
る
「
日
本
と
中
南
米
が
取
り
組
む
地
球

的
課
題
を
解
決
す
る
文
理
協
働
型
人
材
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

中
南
米
諸
国
で
取
り
組
む
べ
き
地
球
規
模
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
理
系
と
文
系
の
学
生

た
ち
を
一
緒
に
留
学
さ
せ
、
３
大
学
が
連
携
し

て
実
践
型
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

福
田　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ
ス
タ
ー
ト
段

階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
学
に
も
良
い
影
響
が

表
れ
始
め
て
い
ま
す
。
教
員
が
学
生
に
あ
れ
こ

れ
言
う
よ
り
、
学
生
同
士
が
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
「
あ
あ
、
そ
う
か
」
と
気
づ
い
て
い

く
ほ
う
が
、
成
長
が
速
い
で
す
か
ら
。
も
っ
と

多
く
の
学
生
を
送
り
出
せ
る
よ
う
、
体
制
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
永　

す
で
に
本
学
で
も
、
中
南
米
諸
国
と
の

間
で
留
学
生
の
行
き
来
が
増
え
て
い
ま
す
。
３

大
学
連
携
の
実
践
編
と
し
て
、「
世
界
展
開
力

強
化
事
業
」
は
大
変
良
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思

い
ま
す
ね
。

立
石　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
期
生
は
、
社
会
に

出
て
か
ら
も
長
く
関
係
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

中
南
米
を
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、
や
が
て
は

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に

も
活
動
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
外
国
人
留
学

生
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

理
系
の
分
野
で
は
、
留

学
生
向
け
の
授
業
を
英
語
で
行
う
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
産
業

界
で
も
「
日
本
語
が
で
き
る
人
材
」
を
求
め
る

企
業
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
の
点
は
、

理
系
の
分
野
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

松
永　

本
学
に
留
学
し
て
日
本
語
を
学
び
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
大
臣
ま
で
務
め
た
人
が
い
ま
す
。

こ
の
方
は
、
日
本
語
を
駆
使
し
て
日
本
と
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
の
交
流
に
尽
く
す
中
で
、
自
ら
の

存
在
感
を
高
め
ら
れ
、
今
で
は
国
家
の
指
導
的

な
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
例
を
見

て
も
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
日
本
語
を
学
ん

で
も
ら
う
こ
と
は
大
切
で
す
し
、
我
々
日
本
人

に
と
っ
て
も
、
現
地
の
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
は
今

後
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
地
域
の
指
導
者
、
ひ
い
て
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
指
導
者
が
育
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

立
石　

そ
の
意
味
で
は
、
３
大
学
連
携
に
お
い

て
、
本
学
は
日
本
語
教
育
と
日
本
文
化
の
紹
介

と
い
う
面
で
、
ご
協
力
で
き
る
部
分
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
３
つ
の
大
学
が
互

い
に
協
力
し
合
っ
て
実
現
で
き
る
こ
と
は
非
常

に
多
い
、
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
最
後
に
、

東
京
外
大
へ
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
永　

東
京
外
大
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
ま
さ

に
異
文
化
交
流
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
欧

米
が
お
手
本
だ
っ
た
戦
後
は
終
わ
り
、
今
後
は

多
様
な
国
々
と
の
交
流
が
日
本
の
発
展
を
支
え

て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
、
世
界
と
活

発
に
交
流
さ
れ
て
い
る
東
京
外
大
と
連
携
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
理
系
の
我
々
に
と
っ
て

も
大
変
重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
田　

東
京
外
大
は
言
語
を
基
本
に
し
つ
つ
、

地
域
学
に
も
し
っ
か
り
と
軸
足
を
置
い
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
地
域
学
と
い
う
考
え
方
と
、
そ

れ
に
基
づ
く
問
題
設
定
や
課
題
発
見
の
力
を
、

ぜ
ひ
本
学
に
も
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

立
石　

貴
重
な
ご
意

見
を
う
か
が
い
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

３
大
学
の
連
携
が

生
み
出
す

シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
期
待

東
京
外
国
語
大
学
長
／
１
９
７
６
年
東
京
外

国
語
大
学
外
国
語
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
学
科
卒

業
、78
年
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研

究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。同
志
社
大
学

商
学
部
助
教
授
を
経
て
、92
年
か
ら
東
京
外
国

語
大
学
に
在
籍
、２
０
１
３
年
４
月
よ
り
現
職
。

著
書
に『
ス
ペ
イ
ン
歴
史
散
歩
│
多
文
化
多
言

語
社
会
の
明
日
に
向
け
て
』（
行
路
社
）な
ど
。

立
石 

博
高

た
て
い
し 

ひ
ろ
た
か

地球規模の課題解決能力を持った
文理協働型の人材育成に
3大学の連携は欠かせない
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文・新井幸彦（p14）／吉田燿子（p15）　写真・竹井俊晴

たなか あつひで
1979年東京都生まれ。東京外
国語大学外国語学部（欧米第
一課程）英語専攻卒業。同大
学院博士前期課程（ヨーロッパ
第一専攻）修了後、母校でもあ
る東京都国立市の桐朋中学
校・高等学校の英語教員に。
著書に高等学校英語教科書
『English Navigator I』（共著、
旺文社）など。2016年4月からは
NHKラジオ「基礎英語１」の講
師も務めている。

graduated active person in society_01

英語を使って人と関わる楽しさを伝えたい
田中敦英
桐朋中学校・高等学校 英語教員

「
カ
レ
ー
が
イ
ン
ド
か
ら
ど
の
よ
う
に

日
本
に
伝
わ
り
、
世
界
へ
と
広
ま
っ
た

の
か
」。
英
語
に
よ
る
約
４
分
間
の
音

声
を
聞
い
た
後
、
そ
の
内
容
を
１
分
に

要
約
し
て
英
語
で
ス
ピ
ー
チ
さ
せ
る
│

こ
れ
は
田
中
敦
英
さ
ん
が
高
校
１
年
生

に
行
っ
て
い
る
英
語
の
授
業
の
一
コ
マ
。

写
真
や
板
書
を
交
え
て
英
語
で
解
説
し
、

生
徒
と
の
や
り
と
り
も
す
べ
て
英
語
だ
。

 

「
も
ち
ろ
ん
全
部
が
こ
の
ス
タ
イ
ル
で

は
な
く
、
こ
の
活
動
に
至
る
ま
で
に
読

解
や
文
法
の
確
認
も
し
ま
す
。
た
だ
、

生
徒
に
は『
完
全
で
な
く
て
も
よ
い
か

ら
英
語
を
使
っ
て
発
信
し
て
み
よ
う
』

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

　

音
声
や
解
説
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

限
ら
れ
た
語
彙
で
答
え
を
絞
り
出
す
生

徒
。
そ
の
反
応
を
的
確
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、

わ
か
り
や
す
い
英
語
で
授
業
を
進
め
る
。

教
室
は
楽
し
さ
と
緊
張
が
入
り
交
じ
っ

た
不
思
議
な
空
気
に
包
ま
れ
る
。

　

も
と
も
と
英
語
で
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
。

中
学
・
高
校
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
所
属
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の「
基
礎
英
語
」
も
欠

か
さ
ず
録
音
。
誤
っ
て
録
音
し
損
な
っ

た
時
は
悔
し
涙
を
流
し
た
と
い
う
。
中

学
３
年
時
に
は「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
学
生
英
語

ス
キ
ッ
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
全
国
優

勝
も
果
た
し
た
。

 

「
英
語
教
育
に
興
味
が
あ
り
、
人
前
で

英
語
で
演
じ
る
よ
う
な
体
験
も
し
て
み

た
い
」と
進
学
先
に
東
京
外
大
を
選
択
。

 

「
特
に
専
門
課
程
に
進
ん
で
か
ら
が
楽

し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
田
中
さ
ん
。

英
語
教
育
学
の
根
岸
雅
史
教
授
の
ゼ
ミ

に
入
り
、
テ
ス
ト
論
、教
材
作
成
、
さ
ら

に
計
算
言
語
学
と
い
っ
た
分
野
に
も
手

を
伸
ば
し
た
。「
大
学
３
年
の
あ
る
日
、

帰
り
の
電
車
で『
東
京
外
大
に
入
っ
て

よ
か
っ
た
…
！
』
と
強
烈
に
思
っ
た
覚

え
が
あ
り
ま
す
」と
懐
か
し
む
。

　

大
学
院
で
英
語
教
育
学
を
さ
ら
に
究

め
、
２
０
０
３
年
に
母
校
で
も
あ
る
桐

朋
中
学
校
・
高
等
学
校
の
英
語
教
員
に
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
顧
問
で
、
田
中
さ
ん
が
教
員

の
道
に
進
む
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

た
恩
師
と
机
を
並
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

「
実
は
、
初
め
て
出
し
た
卒
業
生
が
英

語
教
員
の
道
に
進
み
、
こ
の
４
月
に
非

常
勤
講
師
と
し
て
桐
朋
に
戻
っ
て
き
て

く
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も
何
が
し
か
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
田
中
さ
ん
。

今
日
も
生
徒
た
ち
に〝
英
語
を
使
う
楽

し
さ
〞を
伝
え
続
け
て
い
る
。

中学3年時に出場した「NHK中学
生英語スキット・コンテスト」の表彰
式。全国からの400近い応募の中
で見事最優秀賞に輝いた。

しばた ゆか
1991年東京外国語大学外国語
学部ロシヤ語学科卒業後、日
本生活協同組合連合会に入
社。ロシア貿易や輸入実務の
仕事を経験し、97年より商品本
部でマーチャンダイジングを担
当。以来、農産物や調理冷食、
畜産などの分野で、コープ商品
の企画開発や仕入れに携わっ
ている。

graduated active person in society_02

「東京外大卒」の看板が可能性を開いてくれた
柴田由佳

日本生活協同組合連合会 農畜産部 商品担当

 

「
良
い
品
を
よ
り
安
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
日
本
人
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た

「
生
協
」。
そ
の
商
品
担
当（
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
視
察
や
交
渉
で

１
０
０
回
に
及
ぶ
海
外
出
張
を
経
験
し
、

活
躍
す
る
女
性
職
員
の
先
駆
け
と
な
っ

た
Ｏ
Ｂ
が
い
る
。
91
年
卒
業
の
柴
田
由

佳
さ
ん
だ
。

　

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
で
改
革
機
運
が
高

ま
る
旧
ソ
連
に
興
味
を
持
ち
、
ロ
シ
ヤ

語
を
専
攻
。
長
期
留
学
は
し
な
か
っ
た

が
、
４
年
次
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北
米
を

40
日
間
ず
つ
旅
し
た
。

 

「
ソ
連
の
食
堂
で
は
ヤ
ミ
で
キ
ャ
ビ
ア

を
買
っ
た
り
、
カ
ナ
ダ
で
出
会
っ
た
女

性
に『
息
子
の
嫁
に
ど
う
？
』
と
言
わ

れ
た
り
。
海
外
1
人
旅
も
経
験
し
て
、

度
胸
だ
け
は
つ
き
ま
し
た
ね
」

　

卒
業
後
は
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
を
求
め
て
日
本
生
協
連
に
就
職
。
花

形
と
も
い
え
る
商
品
担
当
を
任
さ
れ
た

の
は
97
年
の
こ
と
だ
。
ア
ジ
ア
や
欧
米

諸
国
を
飛
び
回
っ
て
交
渉
に
当
た
っ
た

が
、異
文
化
摩
擦
も
経
験
し
た
。

 

「
商
品
に
対
す
る
日
本
の
基
準
は
世
界

一
厳
し
い
の
で
、
エ
ラ
ー
ゼ
ロ
を
求
め

て
交
渉
し
ま
す
が
、『
ゼ
ロ
な
ん
か
あ

り
え
な
い
』
と
頑
な
に
拒
む
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
も
い
て
。
誤
解
を
避
け
る
意
味
で

も
、
こ
ち
ら
の
意
見
は
率
直
に
は
っ
き

り
伝
え
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
」

　

商
品
担
当
に
な
っ
て
10
年
が
経
過
し

た
頃
、
最
大
の
試
練
が
降
り
か
か
る
。

生
協
が
販
売
す
る
中
国
製
冷
凍
餃
子
に
、

農
薬
が
混
入
さ
れ
る
事
件
が
勃
発
し
た

の
だ
。
会
社
は
世
間
の
厳
し
い
批
判
に

さ
ら
さ
れ
、
職
員
は
マ
ス
コ
ミ
や
取
引

先
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
商
品
開
発

に
関
わ
っ
た
柴
田
さ
ん
も
警
察
の
事
情

聴
取
や
経
過
報
告
に
忙
殺
さ
れ
、
家
に

帰
れ
な
い
日
々
が
続
い
た
。

「
大
変
で
し
た
が
、
周
り
に
は
本
当
に

支
え
ら
れ
ま
し
た
。
全
員
が
交
代
で
電

話
に
対
応
し
な
が
ら
、『
何
と
か
な
る

よ
』と
励
ま
し
て
く
れ
た
ん
で
す
」

　

後
に
犯
人
が
見
つ
か
り
、
事
態
は
収

束
し
た
が
、「
食
の
安
全
」
に
関
わ
る
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
と
い
う
柴
田
さ

ん
。
そ
の
経
験
を
糧
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
生
活
に
役
立
つ
商
品
を
作
っ
て
い

き
た
い
、と
抱
負
を
語
る
。

 

「『
東
京
外
大
卒
は
語
学
が
で
き
て
当

然
』と
見
ら
れ
る
分
、海
外
に
行
く
チ
ャ

ン
ス
も
与
え
ら
れ
や
す
い
。
外
大
と
い

う
看
板
を
活
か
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
可

能
性
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

入社して最初の2年間はロシア貿易
を担当。現地のイベントでドーナツ
を作りふるまう姿が新聞に掲載され
た。
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1

person
doing

research

　

特
定
の
地
方
語
を
公
用
語
と
し
て
採

用
す
る
こ
と
は
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

不
均
衡
を
生
み
、
民
族
紛
争
の
火
種
と

な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
を
避

け
ら
れ
た
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と

っ
て
は
大
き
な
僥
倖
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
、
公
用
語
の
制
定
に
よ
っ
て
地
方

語
が
廃
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
も
同

国
で
は
公
用
語
と
地
方
語
が
全
土
で
併

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

英
語
中
心
の
教
育
で
は

見
え
な
い
も
の
が
あ
る

　

降
幡
氏
は
東
京
都
出
身
。
中
学
の
頃

か
ら
英
語
が
好
き
で
、
東
京
外
大
を
志

望
し
た
の
も
自
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
専
攻
し
た
の
は
、

２
年
次
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
語
も
履
修
で
き

る
と
知
っ
た
た
め
。
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
言
語
が
両
方
学
べ
て
、
一
石
二

鳥
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
」

　

学
内
の
交
流
会
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

に
片
言
で
話
し
か
け
る
と
、
相
手
は
思

い
の
ほ
か
喜
ん
で
く
れ
る
。
お
の
ず
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
、
留
学
生

多
民
族
国
家
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共

和
国
で
は
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
」
が
公
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
古
く
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
周

辺
で
交
易
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
、

マ
レ
ー
語（
ム
ラ
ユ
語
）
を
起
源
と
す

る
も
の
だ
。
だ
が
、
そ
れ
は
こ
の
国
の

言
語
文
化
の
ほ
ん
の
表
層
部
分
に
す
ぎ

な
い
。
１
万
３
０
０
０
余
の
島
々
か
ら

な
る
同
国
に
は
、
な
ん
と
数
百
に
も
及

ぶ
地
方
語
が
現
存
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ワ

島
西
部
で
使
わ
れ
て
い
る
ス
ン
ダ
語
も
、

そ
ん
な
地
方
語
の
１
つ
。
今
も
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
内
で
お
よ
そ
３
０
０
０
万
人

が
、ス
ン
ダ
語
を
話
し
て
い
る
と
い
う
。

言
語
学
者
の
降
幡
正
志
氏
は
語
る
。

「
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
統
治
か
ら
独
立

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
国
家
の
統
一

言
語
を
選
ぶ
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
場
合
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
言

語
を
公
用
語
に
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
れ
だ
と
往
々
に
し
て
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
か
ら
の
反
発
が
起
こ
る
。
そ
こ

で
、
古
く
か
ら
交
易
語
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
マ
レ
ー
語
を
、
公
用
語
と
し
て

使
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
」

ン
ダ
語
地
域
の
バ
ン
ド
ゥ
ン
に
滞
在
し

た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
言
語
を
よ
り
多
角
的
に
見
る
た

め
に
も
、
地
方
語
を
習
得
し
た
い

│

そ
う
考
え
た
降
幡
氏
は
、
大
学
４
年
の

時
、
バ
ン
ド
ゥ
ン
の
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン

大
学
に
留
学
。
現
地
の
人
々
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
言
語
と
文
化
の
両
面
か
ら

学
び
を
深
め
て
い
っ
た
。

「
な
か
で
も
大
き
か
っ
た
の
が
、
イ
ス

ラ
ム
と
の
出
会
い
で
し
た
。
留
学
先
で

は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
た
の
で
す
が
、
当
初
は
イ
ス
ラ
ム

に
対
し
て
か
な
り
偏
見
が
あ
っ
た
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
は
異
教
徒
に
対
し
て
排
他

的
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
ラ
マ

ダ
ン
の
最
中
も『
マ
サ
シ
は
イ
ス
ラ
ム

教
徒
で
は
な
い
の
だ
か
ら
』
と
、
私
の

食
事
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
用
意
し
て

の
寮
に
足
し
げ
く
通
っ
て
は
会
話
の
練

習
に
励
ん
だ
。
学
び
を
深
め
る
う
ち
に
、

あ
る
事
実
が
降
幡
氏
の
興
味
を
引
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
が
、
英
語
と
は
ち
が

っ
た
形
で
情
報
伝
達
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
だ
。

「
伝
統
的
な
言
語
研
究
は
文
字
情
報
に

頼
り
が
ち
で
す
が
、実
は
音
声
に
も
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で『
私
は

日
本
人
で
す
。』
と
い
う
時
は
、〝Saya

（
私
） orang

（
人
） Jepang

（
日
本
人
）.〞

と
言
い
ま
す
。
日
本
語
の『
は
』『
で
す
』

に
当
た
る
語
が
な
い
代
わ
り
に
、
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
語
に
お
い

て
は『
何
を
伝
え
た
い
の
か
』
と
い
う

情
報
伝
達
の
枠
組
み
が
文
法
構
造
に
劣

ら
ず
重
要
な
の
だ
と
気
づ
い
た
。
英
語

だ
け
学
ん
で
い
て
は
見
え
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
て
き
た
の
で
す
」

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
方
語
の
１
つ
、

ス
ン
ダ
語
と
出
合
っ
た
の
は
大
学
２
年

の
時
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
旅
行
中
、
ス

降
幡
正
志
准
教
授

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
／
言
語
文
化
部
門

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
主
要
国
と
し
て
近
年
、

存
在
感
を
増
し
つ
つ
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
。

こ
の
国
は
、数
百
に
も
及
ぶ
言
語
が
存
在
す
る

多
民
族
国
家
で
も
あ
る
。降
幡
氏
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と

地
方
語
ス
ン
ダ
語
の
研
究
を
通
じ
て
、

英
語
と
は
異
な
る
情
報
伝
達
の
仕
組
み
に
注
目
。

言
語
や
社
会
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
を
視
野
に
お
い
て
、教
育
に
携
わ
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴 ふ

り
は
た 

ま
さ
し

１
９
８
５
年
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
シ
ア
語
学
科
に
入
学
し
、

88
年
パ
ジ
ャ
ジ
ャ
ラ
ン
大
学（
バ
ン
ド
ゥ
ン
）に
留
学
。

94
年
同
大
学
院 

外
国
語
学
研
究
科
ア
ジ
ア
第
三
言
語
専
攻
修
了
。

同
年
、専
門
学
校
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
語
学
院
に
就
職
し
、

専
任
講
師
を
務
め
る
。２
０
０
０
年
東
京
外
国
語
大
学
の

講
師
に
就
任
。２
０
０
９
年
よ
り
現
職
。

Interview
 w

ith M
asashi Furihata

情
報
伝
達
の
観
点
か
ら
言
語
を
考
え
る

く
れ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
が
重
視
す
る
の

は
、
異
教
徒
と
対
立
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
戒
律
を
守
っ
て
い
か
に
自
分
自
身

を
律
す
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

思
い
込
み
だ
け
で
物
事
を
判
断
し
て
は

い
け
な
い
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

人
と
の
出
会
い
が

道
を
拓
い
た

　

帰
国
後
は
大
学
院
に
進
学
し
、
ス
ン

ダ
語
の
研
究
に
没
頭
。
94
年
に
修
士
課

程
を
修
了
す
る
と
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
語
学
院
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
講
師
と

し
て
働
き
始
め
た
。

　

だ
が
、
よ
う
や
く
仕
事
に
も
慣
れ
た

頃
、
思
い
が
け
な
い
不
運
が
降
幡
氏
を

襲
う
。
バ
ブ
ル
崩
壊
と
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
の
あ
お
り
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
学

科
が
突
如
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
だ
。
定
職
を
失
い
、
さ
さ
や
か
な
失

業
手
当
で
食
い
つ
な
ぐ
日
々
。
食
費
も

切
り
詰
め
、
体
重
は
半
年
足
ら
ず
で
10

キ
ロ
減
っ
た
。
印
刷
会
社
を
経
営
す
る

父
か
ら
は
、
家
業
を
継
ぐ
よ
う
再
三
説

得
さ
れ
た
が
、
降
幡
氏
は「
１
年
だ
け

待
っ
て
く
れ
」
と
懇
願
。
近
々
、
母
校

で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
教
員
公
募
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
に
賭

け
て
み
よ
う
と
考
え
た
の
だ
。

　

採
用
が
決
ま
り
、
東
京
外
大
の
講
師

に
着
任
し
た
の
は
２
０
０
０
年
４
月
。

失
業
と
い
う
試
練
を
経
て
、
自
分
が
今

日
あ
る
の
は「
運
が
よ
か
っ
た
か
ら
」、

と
降
幡
氏
は
謙
遜
す
る
。

「
た
ま
た
ま
選
ん
だ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

や
留
学
先
が
自
分
に
合
っ
て
い
た
こ
と

も
幸
運
で
し
た
が
、
人
と
の
出
会
い
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
ね
。
佐
々
木
重
次
先

生
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
先
生
に
親

身
に
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
語
学
院
の
先
生
に
、

『
年
に
１
本
は
論
文
を
発
表
し
た
ほ
う

が
い
い
』
と
助
言
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
、
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
巡
り
合
い
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
積
み
重
ね
が
大
き
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

　

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
文
法
・
形
態
論
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
利
用
し
た
言
語
の
音
響
分
析
、
文

法
と
は
異
な
る
言
語
の
情
報
伝
達
の
仕

組
み
な
ど
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
教
育
を

通
じ
て
、
言
語
や
社
会
は
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
提
示
し
た

い
、と
意
気
込
み
を
語
る
。

「
今
の
外
国
語
教
育
は
、
ど
う
し
て
も

英
語
を
基
準
に
考
え
る
風
潮
が
あ
り
ま

す
。
で
も
、
英
語
と
い
う
の
は
何
千
と

あ
る
言
語
の
１
つ
に
す
ぎ
な
い
。
よ
く

『
日
本
語
は
主
語
を
言
わ
な
い
か
ら
曖

昧
だ
』
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
主
語
が
な

い
の
は
本
当
に
良
く
な
い
こ
と
な
の
か
。

学
生
の
固
定
観
念
を
揺
さ
ぶ
る
よ
う
な

言
語
教
育
を
や
り
た
い
で
す
ね
」

　

東
京
外
大
を
母
校
と
す
る
だ
け
あ
っ

て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
愛
着
に
は
並
々

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
で
は
、
こ
の
大

学
の
魅
力
と
は
何
か
。
降
幡
氏
は
Ｏ
Ｂ

と
し
て
力
強
く
断
言
す
る
。

「
東
京
外
大
で
は
、
す
ぐ
横
に
異
文
化

が
あ
る
。
自
分
と
違
う
文
化
を
身
近
に

体
験
で
き
る
と
い
う
意
味
で
は
、
か
な

り
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
卒

業
生
は
海
外
志
向
が
強
く
、
新
し
い
分

野
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
な
い
。

学
生
時
代
に
外
国
語
を
集
中
し
て
学
ん

だ
経
験
は
、ど
ん
な
形
で
あ
れ
、後
で
必

ず
生
き
て
く
る
は
ず
で
す
」

インドネシア語初心者
のための本（上左・上右）と

言語学者10人のフィールドワーク記録集（上中）。
スンダ語研修テキスト（下）。

スンダ地方の伝統芸能
「ワヤン・ゴレック」で使う

人形。

〈上〉2015年8月にインドネシア 
ガジャマダ大学文化学部主催の
国際セミナーで登壇。
〈右〉書籍はセミナーでの
発表内容の予稿集。
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person
doing

research
近
世
日
本
に
は
、
士
農
工
商
の
下

に
、「
穢
多
・
非
人
」
と
呼
ば
れ

る
身
分
が
存
在
し
た
。
彼
ら
は
被
差
別

民
と
し
て
社
会
か
ら
、
町
方
で
の
居
住

や
生
産
的
労
働
か
ら
疎
外
さ
れ
た
が
、

江
戸
や
大
阪
の
よ
う
な
巨
大
都
市
を
維

持
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
存
在
で
も

あ
っ
た
。
被
差
別
民
は
、
処
刑
の
執
行

や
警
察
の
末
端
業
務
、ゴ
ミ
処
理
、斃へ

い

牛

馬
の
処
理
、
皮
革
加
工
な
ど
の
実
務
を

担
い
、
都
市
社
会
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
幕
末
維
新
と
い
え
ば
薩
長
や
元
勲
の

話
が
中
心
で
、
民
衆
の
営
み
に
つ
い
て

は
捨
象
さ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
実

際
に
歴
史
を
作
る
の
は
民
衆
だ
と
、
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
日
本
で
は
、

被
差
別
民
も
含
め
て
、
民
衆
が
書
き
残

し
た
日
記
や
手
紙
な
ど
が
大
量
に
残
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
史
料
を
読
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
過
去
に
生
き
た
民
衆
の
営

み
の
意
味
を
す
く
い
上
げ
た
い
。
こ
う

し
た
考
え
か
ら
、
実
証
的
歴
史
学
の
基

礎
と
な
る
一
次
史
料
の
分
析
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
」

「
幕
末
・
維
新
期
日
本
の
巨
大
都
市
に

ジ
ョ
ン・
パ
ト
リ
ッ
ク・

ポ
ー
タ
ー
講
師

大
学
院
国
際
日
本
学
研
究
院

近
世
日
本
に
お
い
て
、被
差
別
民
は
ら
ち
外
の
民
と
し
て

厳
し
く
差
別
さ
れ
た
。そ
の
一
方
で
、彼
ら
は
都
市
の

イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
も
い
た
。

被
差
別
民
が
残
し
た
日
記
や
手
紙
、古
文
書
か
ら
は

苛
酷
な
日
々
を
生
き
た
彼
ら
の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

一
次
史
料
に
魅
せ
ら
れ
た
米
国
生
ま
れ
の
歴
史
学
者
が
、

近
世
史
の
知
ら
れ
ざ
る
側
面
に
光
を
当
て
る
。

文
・
吉
田
燿
子　

写
真
・
竹
井
俊
晴

Interview
 w

ith John Patrick Porter

一
次
史
料
の
先
に
広
が
る
豊
穣
を
求
め
て

お
け
る
貧
民
の
救
済
と
統
制
」
を
専
攻

す
る
、
ジ
ョ
ン
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ポ
ー

タ
ー
氏
は
語
る
。

　

米
国
生
ま
れ
の
ポ
ー
タ
ー
氏
が
、
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
で
日
本
語
を
学
び
始
め
た

の
は
13
歳
の
時
。「
海
外
で
活
躍
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
な
り
た
い
」
と
考
え

て
の
選
択
だ
っ
た
。
そ
ん
な
ポ
ー
タ
ー

氏
が
研
究
者
を
志
し
た
の
は
、
大
学
の

授
業
で
、
現
代
米
国
の
社
会
問
題
に
つ

い
て
学
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
だ
。
得
意

の
日
本
語
を
生
か
し
、
戦
後
の
大
阪
に

お
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
に
つ
い
て
卒

論
を
執
筆
。
大
学
院
２
年
目
の
夏
休
み

に
来
日
し
、
大
阪
市
西
成
区
で
現
地
調

査
を
行
っ
た
。

「
当
時
、
天
王
寺
動
物
園
の
脇
に
ホ
ー

ム
レ
ス
の
テ
ン
ト
街
が
あ
り
、
そ
こ
で

数
人
の
路
上
生
活
者
と
親
し
く
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
３
カ
月
間
、
日
々
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

地
域
と
都
市
貧
困
と
の
関
係
は
戦
後
に

始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
戦
前
ま
で

遡
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
れ
で
、

西
成
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
す
る
だ
け

で
な
く
、
ス
ラ
ム
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
も
見
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
」

　

西
成
に
お
け
る
都
市
貧
困
の
根
源
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
歴
史

的
な
経
緯
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

│
そ
う
気
づ
い
た
ポ
ー
タ
ー

氏
は
、07
年
、フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と

し
て
大
阪
市
立
大
学
に
留
学
。
こ
こ
で
、

歴
史
家
・
塚
田
孝
教
授
と
の
運
命
的
な

出
会
い
を
経
験
す
る
。

　

塚
田
教
授
は
、
近
世
の
都
市
社
会
史

研
究
の
第
三
波
を
率
い
た
研
究
者
の
一

人
で
、
都
市
下
層
民
研
究
で
は
学
界
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
ポ
ー
タ
ー
氏
は
塚

田
教
授
の
下
で
一
次
史
料
の
読
み
方
を

学
び
、
実
証
的
な
歴
史
学
研
究
の
基
礎

を
叩
き
込
ま
れ
た
。
一
次
史
料
と
は
、

古
文
書
や
日
記
、
手
紙
な
ど
、
当
時
の

人
々
が
書
い
た〝
生
の
記
録
〞
の
こ
と
。

江
戸
時
代
の
貧
民
が
書
き
残
し
た
文
章

を
紐
解
く
と
、
そ
こ
に
は
想
像
も
つ
か

な
い
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。
日
々
の

出
来
事
や
仲
間
と
の
関
係
、
自
分
の
職

分
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
が
率
直
に
綴

ら
れ
、
そ
れ
ま
で
抽
象
的
な
存
在
で
し

か
な
か
っ
た
貧
民
の
生
活
が
、
目
の
前

に
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
の

面
白
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
ポ
ー
タ
ー
氏
は

夢
中
で
一
次
史
料
を
読
み
ふ
け
っ
た
。

　

ポ
ー
タ
ー
氏
を
驚
か
せ
た
の
は
、
史

料
に
含
ま
れ
る
内
容
の
豊
か
さ
だ
け
で

は
な
い
。
乞
食
と
し
て
生
き
た
非
人
が

文
章
を
書
き
残
し
て
い
る
こ
と
自
体
、

他
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

下
層
民
の
大
半
が
文
盲
で
あ
っ
た
西
洋

社
会
で
は
、
下
層
民
が
自
ら
一
次
史
料

を
書
き
残
す
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

日
本
の
民
衆
史
の
研
究
者
が
い
か
に
恵

ま
れ
て
い
る
か

│
後
年
、
ポ
ー
タ
ー

氏
は
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

来
日
後
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

博
士
論
文
を
提
出
し
た
の
が
２
０
１
２

年
。
こ
の
中
で
、
ポ
ー
タ
ー
氏
は
明
治

維
新
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の
、
大
阪
に

お
け
る
貧
困
集
住
地
の
形
成
過
程
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
年
の
暮
れ
、
大
阪

市
立
大
学
は「
都
市
に
お
け
る
貧
困
と

救
済
」
を
テ
ー
マ
に
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

大
学
か
ら
招
か
れ
た
ム
ッ
ザ
レ
ッ
リ
教

授
は
、
ポ
ー
タ
ー
氏
ら
の
研
究
報
告
を

聞
い
て
驚
き
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
貧
民
の
生
活
実
態
を

研
究
し
よ
う
と
す
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
権

力
側
の
史
料
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

貧
民
が
自
ら
史
料
を
残
す
な
ど
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
こ
と
な

の
で
す
。
一
方
、
日
本
で
は
国
家
側
の

史
料
に
加
え
て
貧
民
側
の
史
料
も
あ
る

た
め
、
立
体
的
な
歴
史
研
究
が
可
能
と

な
る
。
内
容
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
も
に
、

こ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
史
料
は
世
界
的
に

み
て
も
類
例
が
な
い
。
世
界
遺
産
に
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」

自
力
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

研
究
が
で
き
る

学
生
を
育
て
た
い

　

15
年
４
月
か
ら
東
京
外
国
語
大
学
で

教
壇
に
立
ち
、
日
本
近
現
代
史
の
授
業

を
担
当
し
て
い
る
。

「
一
次
史
料
を
緻
密
に
分
析
し
、
当
時

の
社
会
像
を
構
築
す
る
の
が
私
自
身
の

研
究
ス
タ
イ
ル
。
し
た
が
っ
て
、
私
の

ゼ
ミ
で
は
、
史
料
の
読
解
力
を
ま
ず
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
古
文
書

を
読
む
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
努
力
が

必
要
で
す
が
、
い
っ
た
ん
読
め
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
想
像
を
は
る
か
に
超
え
た

面
白
い
発
見
が
で
き
る
。
先
行
研
究
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
自
力
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
研
究
が
で
き
る
学
生
を
育
て
た

い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
現
代
の
社
会
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
視
座
も
与

え
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
」

　

ポ
ー
タ
ー
氏
の
熱
意
に
感
化
さ
れ
た

の
か
、開
講
ま
も
な
く
、研
究
者
を
目
指

す
学
生
が
続
出
。
学
生
の
高
い
関
心
に

応
え
よ
う
と
、
課
外
授
業
と
し
て
史
料

の
輪
読
会
も
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
目
標
は
、
19
世
紀
末
期
に
お

け
る
大
阪
の
下
層
社
会
に
つ
い
て
、
日

英
２
カ
国
語
で
単
著
を
出
版
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
東
京
の
賤
民
組
織
の
解
体
過

程
に
つ
い
て
も
単
著
を
ま
と
め
た
い
、

と
抱
負
を
語
る
。

　

外
国
語
と
し
て
の
日
本
語
を
駆
使
し
、

一
次
史
料
を
縦
横
無
尽
に
読
み
解
き
な

が
ら
、
日
本
の
民
衆
史
に
新
た
な
光
を

照
射
し
つ
つ
あ
る
ポ
ー
タ
ー
氏
。
自
ら

の
体
験
か
ら
、
語
学
と
の
向
き
合
い
方

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
東
京
外
大
に
来
て
、
外
国
語
を
学
ぶ

だ
け
で
は
不
十
分
。
そ
れ
と
同
時
に
、

社
会
に
つ
い
て
も
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
外
国
語
を
身
に
つ
け
た
と

し
て
も
、
社
会
に
関
す
る
知
識
が
な
け

れ
ば
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
。
重
要
な

の
は
発
音
や
文
法
で
は
な
く
、
言
葉
の

中
身
で
す
。
批
判
的
思
考
力
を
持
ち
、

意
味
の
あ
る
発
言
が
で
き
る
人
間
を
目

指
し
て
ほ
し
い
」

ジ
ョ
ン・
パ
ト
リ
ッ
ク・
ポ
ー
タ
ー

２
０
０
５
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
校
で

M
.A
.

取
得
。07
年
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
来
日
し
、

大
阪
市
立
大
学
の
塚
田
孝
教
授
の
下
で
実
証
的
歴
史
学
を
学
ぶ
。

２
０
１
２
年Ph.D

取
得（
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
）。日
本
学
術
振
興
会
や

大
阪
市
立
大
学
・
都
市
研
究
プ
ラ
ザ
の
研
究
員
を
経
て
、

２
０
１
５
年
４
月
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
国
際
日
本
学
研
究
院
の

専
任
講
師
に
着
任
。専
門
は
日
本
近
現
代
史
、都
市
社
会
史
、貧
困
史
。

日
本
の
被
差
別
民
の
史
料
は

世
界
遺
産
に
値
す
る

身分的周縁論の深化、
近代における乞食層の解明、
近代の地域支配構造の
新たな展開など
を著した書籍。

候文で書かれた一次史料を読み解き、当時の社会像を構築する。

「部落問題研究」
2015年4月号に

「明治初期東京における
貧民の救済と統制」
について発表した。
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「
聴
は
耳
声
を
待
つ
な
り
」。江
戸
時
代

の
儒
学
者
、荻
生
徂
徠
の
言
葉
と
さ
れ
る
。

何
気
な
い
日
常
の
中
で
、偶
然
あ
る
い
は

必
然
に
飛
び
込
ん
で
く
る
音
が
あ
る
。そ

の
音
は
突
然
で
劇
的
か
も
し
れ
な
い
。音

色
に
表
情
が
あ
る
の
な
ら
、人
は
耳
を
傾

け
、
そ
し
て
そ
の
音
に
隠
さ
れ
て
い
る
心

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。「
聴
」。

五
感
で
受
け
止
め
た
そ
の
音
色
は
、
な
ぜ

か
時
が
経
っ
て
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
く
、

深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
…
…
。

k
iku

「

聴
」

自
然
界
が
も
つ
自
然
音
、
風

と
か
、波
と
か
、物
が
落
ち
る

音
と
か
と
は
異
な
っ
て
、人
間
の
意
志
、ま
た
は
理
知

に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。」と
は
、
日

本
が
世
界
に
誇
る
作
曲
家
、
伊
福
部
昭
の
言
葉
で
あ

る
。

　

そ
の
自
然
界
の
音
と
音
楽
と
の
崇
高
な
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
瞬
間
に
遭
遇
し
た
経
験
が
あ
る
。

　

80
歳
を
超
え
る
孤
高
の
音
楽
家
グ
ス
タ
フ
・
レ
オ

ン
ハ
ル
ト
の
音
を
再
び
日
本
で
聴
け
る
こ
と
を
知
っ

た
の
は
前
売
り
開
始
の
数
週
間
前
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
で
は
な
く
、

「
音
楽
は

た
に
ぐ
ち 

り
ゅ
う
こ

２
０
０
９
年
国
際
基
督
教
大
学

比
較
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課

程
修
了
。学
術
博
士
。専
門
は
語

用
論
、
談
話
分
析
。『
日
本
を
た

ど
り
な
お
す
29
の
方
法
』（
共
著
、

東
京
外
国
語
大
学
出
版
会

２
０
１
６
年
）な
ど
。

雨
だ
れ
と
オ
ル
ガ
ン

大
学
院
国
際
日
本
学
研
究
院 

准
教
授

谷
口
龍
子

R
yuko T

aniguchi 1.
大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
わ
れ
る
と
い

う
。
な
ん
で
も
、そ
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
、レ
オ
ン
ハ
ル

ト
も
愛
奏
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
教
会
に
あ
る
18

世
紀
の
オ
ル
ガ
ン
を
モ
デ
ル
に
し
た
ヘ
ン
ク
・
フ
ァ

ン
＝
エ
ー
ケ
ン
製
作
だ
と
か
。
当
時
の
材
料
と
工
法

で
再
現
し
た
、
世
界
で
も
数
少
な
い
も
の
だ
そ
う
だ
。

現
代
で
は
電
気
で
行
う
送
風
を
人
力
で
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
オ
ル
ガ
ン
の
使
用
を
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
自
身
が

所
望
し
た
と
い
う
こ
と
で
フ
ァ
ン
の
間
で
は
話
題
に

な
っ
て
い
た
。

　

そ
の
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い
た
。
リ
サ
イ
タ

ル
が
始
ま
る
夕
方
に
な
る
と
、
雨
脚
は
ま
す
ま
す
激

し
く
な
っ
た
。
気
ま
ぐ
れ
な
突
風
に
容
赦
な
く
雨
を

吹
き
つ
け
ら
れ
る
。
人
々
は
傘
を
斜
め
に
し
て
雨
風

を
凌
ぎ
、
チ
ャ
ペ
ル
の
前
に
列
を
作
っ
て
扉
が
開
く

の
を
待
っ
て
い
た
。
予
定
時
間
よ
り
い
く
ぶ
ん
早
め

の
開
場
と
な
り
、
約
百
年
前
に
建
て
ら
れ
た
チ
ャ
ペ

ル
の
中
に
入
る
と
、雨
が
屋
根
に
打
ち
付
け
る
音
、そ

の
し
ず
く
が
軒
差
し
に
当
た
る
音
、
長
椅
子
の
き
し

み
音
ま
で
入
り
混
じ
り
、
様
々
な
音
が
混
在
す
る
有

様
だ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
喧
騒
の
中
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
レ

オ
ン
ハ
ル
ト
の
音
は
唐
突
に
始
ま
っ
た
。

　

オ
ル
ガ
ン
は
チ
ャ
ペ
ル
二
階
の
高
い
位
置
に
あ
り
、

観
客
の
位
置
か
ら
演
奏
者
の
姿
は
見
え
な
い
。
ま
る

で
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
が
各
々
の
作
曲
者
と
対
話
し
、
私

た
ち
は
た
だ
そ
れ
を
拝
聴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
リ
ン
ク
の
プ
レ
ル
ー
デ
ィ
ウ
ム
に
始
ま
り
、

ラ
イ
ン
ケ
ン
の
ト
ッ
カ
ー
タ
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
シ

ャ
コ
ン
ヌ
と
続
く
と
、
そ
れ
ま
で
容
赦
な
く
打
ち
付

け
て
い
た
雨
音
が
程
よ
い
音
量
と
な
っ
た
。
貴
な
る

鍵
盤
の
音
は
、
雨
や
風
の
音
を
通
奏
低
音
と
し
て
従

え
た
の
で
あ
る
。
観
客
は
崇
高
な
る
鍵
盤
の
音
と
自

然
界
の
音
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
い
つ
し
か
身

を
委
ね
て
い
た
。
パ
ー
セ
ル
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
、

ベ
ー
ム
の
コ
ラ
ー
ル
で
締
め
く
く
ら
れ
る
と
、
会
場

か
ら
は
か
す
か
な
た
め
息
に
続
い
て
盛
大
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
た
。
私
の
席
か
ら
は
横
顔
し
か
見
え
な

か
っ
た
の
だ
が
、
チ
ャ
ペ
ル
の
二
階
か
ら
観
客
を
見

下
ろ
し
た
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
は
、
常
に
ク
ー
ル
な
彼
に

し
て
は
め
ず
ら
し
く
微
笑
み
、
温
も
り
が
感
じ
ら
れ

た
。
余
韻
覚
め
や
ら
ぬ
ま
ま
会
場
を
出
る
と
、
い
つ

し
か
雨
は
止
ん
で
い
た
。

　

孤
高
の
巨
匠
グ
ス
タ
フ
・
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
の
訃
報

を
聴
い
た
の
は
そ
の
ほ
ぼ
半
年
後
、
２
０
１
２
年
の

１
月
で
あ
っ
た
。
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教
育
に
お
い
て
何
か
を
聴
く

こ
と
は
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に

難
し
さ
は
あ
る
が
、
な
か
で
も
大
教
室
で
行
う
講
義

で
受
講
者
の
声
を
聴
く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

少
人
数
で
行
う
演
習（
ゼ
ミ
）や
講
義
と
異
な
り
、多

数
の
受
講
者
が
出
席
す
る
大
教
室
の
講
義
は
、
一
方

通
行
な
も
の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

歴
史
上
の
大
国
、
あ
る
い
は
世
界
の
注
目
を
集
め

て
い
る
よ
う
な
地
域
の
歴
史
を
研
究
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
講
義
に
お
い
て
普
段
自
分
が
進
め
て
い
る

専
門
的
な
研
究
の
内
容
を
話
し
、
そ
の
理
解
に
つ
い

て
は
受
講
者
の
努
力
に
委
ね
れ
ば
よ
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
日
本
人
に
と
っ
て
な
じ
み
が
な
く
、

適
当
な
概
説
書
す
ら
な
い
ア
フ
リ
カ
史
を
研
究
し
て

い
る
私
は
、そ
の
よ
う
に
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

そ
こ
で
私
は
歴
史
学
と
い
う
自
分
が
専
攻
す
る
学
問

分
野
に
固
執
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
研
究
を
進
め
る
な
か

一
見
に
し
か
ず
。
そ
の
通
り
で

あ
る
。
人
の
話
を
色
々
と
長
々

と
聞
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
を
余
り
よ
く
つ
か
む
こ
と
は

で
き
な
い
。
図
や
表
、写
真
、さ
ら
に
は
動
画
で
画
像

を
見
れ
ば
情
報
を
か
な
り
明
ら
か
に
つ
か
め
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
授
業
で
も
話
だ
け
を
聞
か
さ
れ
る
の
は

退
屈
で
あ
り
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
通
じ
て
面
白
い

こ
と
を
手
軽
に
知
り
た
い
と
の
思
い
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、こ
の
わ
か
り

や
す
さ
は
一
体
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
何
を
つ
か
め
る
の

か
、ど
の
よ
う
に
つ
か
む
の
か
。

聴
く
こ
と
と
対
比
し
て
考
え

て
み
た
い
。

　

講
義
は「
聴
」講
す
る
も
の
で
あ
る
。
義
は
聴
く

こ
と
で
理
解
に
至
り
う
る
。
そ
の
場
合
、
耳
で
聞
く

こ
と
自
体
で
理
解
に
至
る
も
の
で
は
な
い
。
聴
く
こ

と
は
対
決
な
の
で
あ
る
。
人
か
ら
伝
え
ら
れ
る
未
知

を
自
分
の
内
な
る
既
知
と
対
決
さ
せ
て
吸
収
し
新
た

な
知
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
聴
く
こ
と
は

一
次
元
の
情
報
を
受
け
取
り
自
己
の
精
神
の
中
で
二

次
元
の
、
さ
ら
に
は
三
次
元
の
世
界
像
へ
と
再
構
成

す
る
営
為
で
あ
る
。
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
、

し
ん
ど
い
作
業
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
未
知
と

既
知
と
の
知
的
格
闘
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
い
自

分
が
壊
さ
れ
、
新
し
い
知
が
自
分
の
も
の
と
な
る
。

現
在
の
自
分
に
満
足
せ
ず
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
聴

大
教
室
で

受
講
者
の
声
を
聴
く

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所 
准
教
授

石
川
博
樹

H
iroki Ishikaw

a 2.
研
究
と

百
聞
は

い
し
か
わ 

ひ
ろ
き

２
０
０
４
年
東
京
大
学
大
学
院

人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。専
門
は
ア

フ
リ
カ
史
。著
書
に『
ソ
ロ
モ
ン

朝
エ
チ
オ
ピ
ア
王
国
の
興
亡
：

オ
ロ
モ
進
出
後
の
王
国
史
の
再

検
討
』（
山
川
出
版
社
２
０
０
９

年
）、
編
著
に『
食
と
農
の
ア
フ

リ
カ
史
：
現
代
の
基
層
に
迫
る
』

（
共
編
、
昭
和
堂
２
０
１
６
年
）

が
あ
る
。

か
な
い 

こ
う
た
ろ
う

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学

研
究
科
博
士
課
程
中
退
、
米
国

ブ
ラ
ウ
ン
大
学
留
学
。専
門
は

ア
メ
リ
カ
建
国
期
の
歴
史
。著

作『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
公
共

性
・
革
命
・
国
家
』（
木
鐸
社
）、

『
ア
メ
リ
カ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
共
著
、

彩
流
社
）な
ど
、
訳
書『
ベ
ン
ジ

ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
ア
メ

リ
カ
人
に
な
る
』（
共
訳
、
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
）な
ど
。

で
出
会
い
、
感
銘
を
受
け
た
先
達
の
研
究
の
紹
介
を

織
り
交
ぜ
て
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
講

義
を
通
じ
て
現
代
社
会
と
ア
フ
リ
カ
史
の
つ
な
が
り

を
提
示
し
つ
つ
、
私
は
受
講
者
に
ア
フ
リ
カ
に
つ
い

て
知
る
意
味
、
そ
し
て
歴
史
を
学
ぶ
意
義
を
考
え
て

も
ら
う
。

　

内
容
の
理
解
が
鍵
と
な
る
こ
の
よ
う
な
講
義
を
進

め
る
た
め
に
は
、
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
受

講
者
が
ど
の
程
度
予
備
知
識
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
私
は
し
ば
し
ば
受
講
者
に

コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
配
布
し
、
講
義
の
感
想
や
質
問

を
書
い
て
も
ら
う
。

　

最
初
は
ぎ
ご
ち
な
く
遠
慮
が
ち
な
コ
メ
ン
ト
が
多

い
も
の
の
、授
業
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、コ
メ
ン
ト
シ

ー
ト
の
内
容
は
変
化
す
る
。
驚
く
の
は
、
授
業
内
容

に
つ
い
て
の
感
想
や
そ
れ
を
基
に
考
え
た
こ
と
を
、

饒
舌
か
つ
雄
弁
に
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で
語
る
受
講
者

の
多
さ
で
あ
る
。
な
か
に
は「
一
を
聞
い
て
十
を
知

る
」と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
だ
な
と
感
じ
入
る
ほ
ど

に
、講
義
の
内
容
を
的
確
に
つ
か
み
、そ
の
背
後
に
広

が
る
深
遠
な
問
題
に
ま
で
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
優
れ

た
受
講
者
も
い
る
。
私
の
拙
い
授
業
か
ら
で
さ
え
も
、

驚
く
ほ
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
く
れ
る
受
講
者
が

い
る
こ
と
を
知
っ
て
励
ま
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。
こ

の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
介
し
て
大
教
室
で
受

講
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
私
は
講
義
の
改
善
を
重

ね
て
い
く
。

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
演
習
で
行
え
ば
十
分
で
は
な

い
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
選

択
科
目
の
一
つ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
限
ら
れ
た
期
間

し
か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
受
講
者
だ
か
ら
こ
そ
、

大
学
の
教
壇
に
立
つ
者
と
し
て
、
伝
え
る
べ
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
、
聴
く
べ
き
声
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
私
は

大
教
室
で
受
講
者
の
声
を
聴
き
続
け
る
。

く
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
わ
か
ら
な
い
話
は

意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
。
今
の
自
分
が
そ
の
世
界

を
持
っ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
現
在
、
一
見
の
わ
か
り
や
す
さ
を
強
く
求

め
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
今
の
自

分
を
壊
し
た
く
な
い
と
の
心
性
、
新
た
な
知
に
挑
戦

し
て
ゆ
く
の
に
消
極
的
な
心
性
を
表
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
、
そ
の

情
報
が
こ
れ
ま
で
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
の
中
に

単
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
済
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
あ

る
。
あ
あ
、こ
れ
の
こ
と
か
、わ
か
っ
て
い
る
よ
。
自

分
は
変
わ
ら
ず
そ
の
世
界
像
の
通
り
に
現
実
は
動
い

て
い
る
と
安
心
す
る
。
新
た
な
知
の
世
界
が
あ
る
こ

と
を
常
に
求
め
挑
戦
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
が
聴

か
な
い
姿
勢
を
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
ス
マ
ホ
依
存
は
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

便
利
で
は
あ
る
が
危
険
な
道
具
で
あ
る
。
限
ら
れ
た

情
報
を
広
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
と
同
じ

意
見
だ
け
を
探
せ
ば
い
く
ら
で
も
あ
る
。
偏
り
に
は

見
え
な
い
し
安
心
し
て
そ
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
る
。

　

そ
ん
な
今
こ
そ
聴
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

は
手
間
が
か
か
る
し
、
葛
藤
を
伴
う
。
で
も
ス
マ
ー

ト
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
は
結
局
知
性
の
大
事
な
部

分
か
ら
逃
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
古
い
自
分
を
壊

す
こ
と
。
古
い
自
分
と
の
対
決
を
恐
れ
ず
、
真
実
に

常
に
一
歩
で
も
近
づ
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
話
を
聴
い
て
わ
か
ら
な
く
な
る
、
そ
こ

で
考
え
、
体
系
的
に
再
構
成
す
る
。
そ
う
し
た
聴
く

こ
と
を
楽
し
め
る
知
性
こ
そ
が
、
時
代
を
超
え
て
求

め
ら
れ
て
い
る
。

聴
く
知
性

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
／
国
際
社
会
部
門 

教
授

金
井
光
太
朗

K
otaro K

anai 3.
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　中学生の頃から英語が得意で、大学
は語学系への進学を決めていた。英語
以外の言語も学びたいと考え、選択肢が
多い東京外大を志望校に。ポルトガル語
を選択した理由は、「ブラジルに暮らす
親戚がいて、身近に感じていたから」。
　1年生の時は、ポルトガル語の勉強とア
メフト部の練習の両方に励んだが「勉強
とスポーツの両立は難しい」と実感。自
分の目標は「ポルトガル語をマスターする
ために、3年生で派遣留学をする」こと。
そのような思いから勉学に注力する道を
選択した。
　2年生になると、外語祭の名物「語劇」
の準備が始まる。演目は名作「オルフェ」
で、リオデジャネイロのフェヴェーラ（スラ
ム街）が舞台の恋愛劇。髙橋さんは主
人公と対立するギャングのルシーニョ役
を担当することになった。ポルトガル語劇
は外語祭だけでなく、ブラジル人が多く
居住している群馬県太田市でも上演され
る。普段の授業では習うことがない、スラ
ングやネイティブの発音に戸惑ったが、
映画を何度も何度も繰り返し観て、セリフ
を覚えた。
 「ネイティブの先生から演技や発音を指
導していただき、ポルトガル語の音に慣
れ、発音にも自信がつきました」
　太田市で上演後、観客のブラジル人か
ら「リオに行ったことがあるの？」と聞かれ
たことは、うれしかったと回想する。
　語学が上達したことはもちろんだが、語
劇を通して言葉の背景にある文化に触
れ、自分の視野が広がったことが何より
も収穫だったと髙橋さんは言う。
 「ブラジル人は時間にルーズといわれま
すが、多文化・多民族社会だからこそ、
他人の意見や主張を受け入れる文化なの
だと感じました。ブラジルの文化に触れ
たことで、自分の考えだけを相手に押しつ
けるのではなく、そういう考え方もあるな
と、他人に対して寛容になりました」
　今年9月から派遣留学生としてポルト
ガルの大学に通う髙橋さんは、さらなる
語学のスキルアップを目指す。

Yuki Takahashi
1995年生まれ。埼玉県出身。
高校生の頃からスポーツと勉学に励み、
さまざまな言語を学びたいという気持ちから
2014年に東京外国語大学に入学。

Influential Face

歴史を刻む
在学生

Text by 
Akiko Sakashita

Photo by 
Misato Iwasaki

自分の語学力がどれだけ
通用するのか。
それを試すために

ポルトガルの大学へ行く。

「

語
劇
を
通
じ
て
理
解
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
」 

髙
橋
佑
樹 

国
際
社
会
学
部 

西
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
2
地
域 

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
専
攻
　
3
年

〈上〉2015年12月23日、
群馬県太田市で上演した
ポルトガル語劇の様子。

〈中〉語劇「オルフェ」で実際に
使用した衣装。

 〈下〉ポルトガル語の授業で使った教科書。
びっしりと書き込みが。
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東京外大のメンバーに
なった方 か々ら

コメントをいただきました

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

特
任
助
教
　
日
本
語
教
育

渋
谷
博
子

SH
IBUYA H

iroko

「
日
本
語
教
師
」
と
い
う
教
え
る

立
場
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
身

地
や
背
景
を
持
っ
た
学
生
た
ち
が
、

同
じ
言
葉
を

使
っ
て
話
し

合
い
、
新
し

い
気
づ
き
を

得
る
場
に

日
々
遭
遇
し
、

自
分
自
身
も

新
た
な
視
点

が
得
ら
れ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。
教
室
で
で
き
る
こ
と

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら

の
夢
の
実
現
に
少
し
で
も
役
に
立

て
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
学
習
者
支

援
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

2016年
2月1日より
着任

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究

大
石
高
典

OISH
I Takanori

環
境
問
題
へ
の
関
心
か
ら
生
態

人
類
学
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ア
フ
リ
カ
の
カ
メ
ル
ー
ン
の

熱
帯
雨
林
に
あ
る
村
に
通
い
続
け

て
14
年
に
な
り
ま
す
が
、
毎
回
発

2016年
4月1日より
着任

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

講
師
　
モ
ン
ゴ
ル
近
現
代
史

青
木
雅
浩

AOKI M
asahiro

専
門
は
20
世
紀
の
モ
ン
ゴ
ル
・

ソ
連
関
係
史
で
す
。
遊
牧
社
会
に

生
き
る
モ
ン
ゴ
ル
人
が
、
諸
外
国

の
影
響
を
受
け

な
が
ら
、
近
代

的
な
民
族
独
立

国
家
の
建
設
の

た
め
に
活
動
す

る
と
何
が
起
こ

る
の
か
、
と
い

う
問
題
に
興
味

を
持
ち
、
研
究
の
世
界
に
入
り
ま

し
た
。
日
本
と
は
異
な
る
遊
牧
社

会
の
近
現
代
史
を
通
じ
て
、
世
界

の
多
様
性
や
民
族
運
動
の
実
態
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
助
教

内
海
陽
子

UTSUM
I Yoko

日
本
語
教
育
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
っ
て
、
十
数
年
。
そ
れ
以
前

は
、
ア
パ
レ
ル
企
業
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
は
「
教

見
が
あ
り
ま

す
。
人
類
学

は
、
世
界
に

実
践
的
に
関

わ
り
な
が
ら
、

再
帰
的
に
自

己
変
革
を
行

う
運
動
の
一

つ
で
す
。
世
の
中
を
少
し
で
も
面

白
く
し
た
い
、
面
白
い
こ
と
を
や

り
た
い
と
い
う
仲
間
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
国
際
政
治
学

中
山
裕
美

N
AKAYAM

A Yum
i

私
が
「
国
際
関
係
」
を
生
業
に

し
よ
う
と
決
め
た
き
っ
か
け
は
、

20
数
年
前
に
起
こ
っ
た
ル
ワ
ン
ダ

大
虐
殺
で
し
た
。
幼
い
な
が
ら
に
、

想
像
を
絶
す
る
世
界
が
あ
る
と
い

う
驚
き
と
、
日
本
に
暮
ら
す
幸
せ

を
感
じ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
今
は
難
民
や
移
民
を
取
り
巻

く
国
際
関
係
を
研
究
し
て
い
ま
す

が
、
国
家
と
国

家
の
境
界
を
跨

い
で
生
き
る

人
々
が
苦
境
を

生
き
抜
く
姿
か

ら
、
多
く
の
刺

激
を
受
け
る
毎

日
で
す
。

え
る
こ
と
は
教
わ
る
こ
と
で
も
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
留
学
生

の
皆
さ
ん
が

抱
く
素
朴
な

疑
問
・
奇
想

天
外
な
質
問

に
触
れ
る
こ

と
で
、
新
し

い
発
想
を
得

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
前
職
で
は
経
験
で
き
な

い
毎
日
に
感
謝
し
つ
つ
、
日
々
格

闘
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

准
教
授
　
バ
ン
ト
ゥ
諸
語
、記
述
言
語
学

品
川
大
輔

SH
IN

AG
AW

A D
aisuke

ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南

で
広
く
話
さ
れ
て
い
る
バ
ン
ト
ゥ

諸
語
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
以
降
、
キ
リ
マ
ン
ジ

ャ
ロ
山
周
辺
の
民
族
語
の
調
査
を

継
続
的
に
行
っ
て
お
り
、
実
は
こ

の
原
稿
も
山
麓
の
小
村
ウ
ル
・
シ

ン
ブ
ウ
ェ
で
の
調
査
の
合
間
に
書

い
て
い
ま
す
。「
分
け
入
っ
て
も

分
け
入
っ
て
も

青
い
山
」（
山

頭
火
）。
村
人

た
ち
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
未
知

の
世
界
を
広
げ

て
い
け
る
こ
と

に
感
謝
で
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
助
教
　
経
営
学

渡
辺 

周

W
ATAN

ABE Shu

私
の
専
門
は
経
営
学
、
そ
の
中

で
も
特
に
経
営
戦
略
論
・
経
営
組

織
論
で
す
。
経
営
学
と
い
う
の
は

「
企
業
経
営
に
関
わ
る
現
象
を
対

象
と
し
た
応
用
的
な
社
会
科
学
」

だ
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
す
る
単
な

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
や

ノ
ウ
ハ
ウ
で
は
な

く
、
企
業
活
動
に

関
係
す
る
世
の
中

の
現
象
に
つ
い
て

整
理
・
理
解
し
、
背
後
の
プ
ロ
セ

ス
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ

と
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

2016年
3月1日より
着任

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
国
際
経
済
学

出
町
一
恵

D
EM

ACH
I Kazue

株
価
、
為
替
や
天
然
資
源
価
格

の
変
動
に
私
た
ち
の
経
済
は
一
喜

一
憂
し
ま
す
。
し
か
し
遥
か
に
そ

れ
以
上
に
、
天
然
資
源
輸
出
に
経

済
を
依
存
す
る
発
展
途
上
国
の

大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院

准
教
授
　
フ
ラ
ン
ス
社
会
経
済
史

芹
生
尚
子

SERIU N
aoko

専
門
は
フ
ラ
ン
ス
の
近
世
お
よ

び
近
代
史
で
す
。
と
り
わ
け
、
政

治
的
・
経
済
的
に
大
き
な
変
化
が

胎
動
す
る
啓
蒙
の
世
紀
に
お
け
る

個
人
や
集
団
の
体
験
に
関
心
を
持

っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
生
起
し

た
事
件
を
確
認

す
る
こ
と
は
今

を
よ
り
良
く
生

き
る
た
め
に
重

要
な
作
業
で
す

が
、
授
業
を
通

じ
て
歴
史
学
の
「
有
用
性
」
を
若

い
世
代
の
人
々
に
で
き
る
だ
け
具

体
的
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
に
思
い
ま
す
。

特
命
事
項
担
当
室（
I
R
）

特
任
助
教
　
統
計
学

高
橋
将
宜

TAKAH
ASH

I M
asayoshi

専
門
は
社
会
統
計
学
で
す
。
特

に
、
欠
測
デ
ー
タ
の
統
計
分
析
手

法
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
本
学
着

任
前
ま
で
は
（
独
）
統
計
セ
ン
タ

ー
に
て
、
公
的
経
済
統
計
に
必
要

な
技
術
の
研
究
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
。
本
学
で
は
、
経
営
戦
略
情

報
本
部
に
所
属
し
、
大
学
の
経
営

人
々
の
生
活
は
、

国
際
市
場
で
の
価

格
の
変
化
、
世
界

経
済
の
動
向
に
大

き
く
左
右
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
際
金

融
市
場
や
世
界
経

済
の
動
き
を
通
し

て
離
れ
た
国
の
人
々
の
暮
ら
し
を

眼
差
す
視
点
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2016年
3月20日より
着任

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究

日
下
部
尚
徳

KUSAKABE N
aonori

南
ア
ジ
ア
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
中
心
に
国
際
協
力
の
現
場
を
歩

い
て
き
ま
し
た
。
国
際
協
力
の
現

場
で
は
、
地
域
の

文
化
や
社
会
構
造

へ
の
不
理
解
か
ら
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

予
定
さ
れ
た
効
果

を
生
ま
な
い
ケ
ー

ス
が
少
な
か
ら
ず

あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
対
象
地
域
を
自
ら
の
足
で

歩
き
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
か
ら

の
学
び
を
大
切
に
、
地
域
立
脚
型

の
国
際
協
力
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
教
育
に
関
す
る
情
報
分
析

（
I
R
分
析
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
科
学
の
た
め
の
統
計

分
析
の
授
業
（
日
本
語
と
英
語
）

も
担
当
し
て
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
多
文
化
共
生
論

土
田
久
美
子

TSUCH
IDA Kum

iko

本
学
で
は
多
文
化
社
会
に
関
す

る
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
社

会
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
人
々
が

ど
の
よ
う
に
自

分
た
ち
の
課
題

を
社
会
に
提
起

し
、
改
善
や
解

決
の
活
路
を
見

出
す
の
か
。
地

方
に
住
む
外
国
出
身
者
や
ア
メ
リ

カ
の
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
調
査

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
国
内

外
の
い
ろ
い
ろ
な
社
会
的
課
題
に

関
心
を
持
つ
皆
さ
ん
と
の
議
論
を

楽
し
み
、
共
に
成
長
で
き
る
よ
う

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2015年
10月1日より
着任
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ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

准
教
授
　
南
ア
ジ
ア
の
人
類
学

外
川
昌
彦

TOG
AW

A M
asahiko

文
化
人
類
学
が
専
門
で
、
イ
ン

ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
社
会
を
テ
ー

マ
に
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
フ
ィ
ー

ル
ド
を
移
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

を
通
し
て
多

様
な
文
化
が

地
域
社
会
で

共
生
す
る
姿

を
探
求
し
ま

し
た
。
異
文

化
の
多
様
性

を
理
解
す
る

こ
と
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
多

様
性
や
異
文
化
の
共
生
を
理
解
す

る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
と
議
論
が
で
き
る
の
を
楽

し
み
し
て
い
ま
す
。

特
命
事
項
担
当
室

特
任
教
授

長
﨑
輝
章

N
AG

ASAKI Teruaki

３
月
末
に
バ
チ
カ
ン
大
使
を
最

後
に
39
年
間
勤
め
た
外
務
省
を
退

官
し
、
ご
縁
が
あ
っ
て
４
月
よ
り

国
際
交
流
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

世
界
が
舞
台
の
東
京
外
大
は
国
際

交
流
の
宝
庫
で
あ
り
、
先
駆
者
で

す
。
国
際
的
な
人
材
の
養
成
、
地

域
研
究
、
日
本
学
な
ど
を
通
じ
て

相
互
理
解
の
促
進
、
多
様
な
価
値

観
の
受
け
入
れ
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
東
京
外
大
で
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

准
教
授
　
中
央
ア
ジ
ア
史

野
田 

仁

N
ODA Jin中

央
ア
ジ
ア
の
歴
史
、
そ
の
中

で
も
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
中
心
と
し

た
国
際
関
係
史
に
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。
多
様
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン

を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
が

で
き
る
歴
史

学
を
通
じ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な

要
素
が
混
ざ

り
合
い
複
雑

な
歴
史
を
た

ど
っ
て
き
た
中
央
ア
ジ
ア
の
こ
と

を
研
究
す
る
と
い
う
、
や
や
欲
張

り
な
方
法
で
研
究
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

特
命
事
項
担
当
室

教
授
　
ス
ペ
イ
ン
現
代
史

萩
尾 

生

H
AG

IO Sho

特
命
事
項
担
当
室
で
本
学
の
国

際
学
術
交
流
を
推
進
し
つ
つ
、
教

育
・
研
究
活
動
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
専
門
は
現
代
バ
ス
ク
地
域
研

究
で
、
バ
ス
ク
語
・
文
化
の
対
外

普
及
に
お
け
る
「
ウ
チ
・
ソ
ト
」

の
境
界
区
分
原
理
が
目
下
の
主
た

る
関
心
で
す
。「
バ
ス
ク
」
と
い

う
と
「
ス
ペ
イ
ン
」
で
す
ね
と
い

う
反
応
を
受
け
ま
す
が
、
バ
ス
ク

人
は
世
界
中
に
離
散
し
て
い
ま
す
。

思
考
の
枠
組
み
は
、
国
民
国
家
の

枠
組
み
か
ら
自
由
で
あ
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授
　
医
学

山
本 

勇

YAM
AM

OTO Isam
u

２
０
１
６
年
４
月
よ
り
保
健
管

理
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
ま
し
た
、

内
科
医
で
す
。
保
健
管
理
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
学
生
・
職
員
の
方
の

健
康
の
保
持
・
増
進
を
支
援
す
る

こ
と
、
さ
ら
に

急
な
体
調
の
変

化
に
対
応
す
る

プ
ラ
イ
マ
リ
ー

ケ
ア
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
立
場

で
す
。
健
康
は

毎
日
の
生
活
習

慣
が
大
切
で
す
。
ど
う
ぞ
心
身
の

健
康
に
関
す
る
こ
と
は
、
気
軽
に

相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

助
教
　
芸
能
の
人
類
学

吉
田
ゆ
か
子

YOSH
IDA Yukako

専
門
は
文
化
人
類
学
で
す
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
や
そ
の
周

辺
地
域
の
芸

能
文
化
や
宗

教
に
つ
い
て

研
究
し
て
い

ま
す
。
近
年

は
、
特
に
仮

面
を
用
い
る

舞
踊
や
演
劇

に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
自
分

で
も
仮
面
舞
踊
を
学
び
、
現
地
で

奉
納
上
演
に
参
加
し
な
が
ら
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
仮
面
を
か
ぶ

る
こ
と
に
も
、
ま
た
そ
れ
を
脱
ぐ

こ
と
に
も
、
独
特
の
楽
し
さ
が
あ

り
ま
す
。

2015年
10月1日より
着任

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
准
教
授
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語

ダ
ニ
エ
ル
・

ハ
リ
マ
ン
・
ヤ
コ
ブ

DAN
IEL H

ARIM
AN

 JACOB

　

東
京
外
大
で
は
、
熱
心
に
学
ぶ

学
生
を
教
え
る
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま

す
。
彼
ら
が
日

本
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
架
け
橋

と
な
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い

ま
す
。

 

2016年
4月1日より
着任

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
英
語

イ
リ
チ
ュ
、ピ
ー
タ
ー

ILIC,Peter

　

私
は
、協
働
学
習
に
関
す
る
教

育
学
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
東

京
外
大
で
の
教

育
に
も
活
か
さ

れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授
　
モ
ン
ゴ
ル
語

ゴ
ン
ボ
ス
レ
ン
、

ガ
ル
バ
ヤ
ル

G
om

bosuren, G
ALBAYAR

　

モ
ン
ゴ
ル
語
は
日
本
語
と
構
造

が
似
て
い
る
の
で
、日
本
人
に
と
っ

て
は
と
て
も
学
び
や
す
い
言
語
だ

と
思
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
ロ
シ
ア
語

サ
ル
キ
ン
デ
ル
、マ
リ
ヤ

SALKIN
D

ER, M
aria

　

研
究
テ
ー
マ
は
、
ロ
シ
ア
文
化

学
習
や
言
語
教
育
の
方
法
・
技
術

で
す
。
東
京
外
大
で
は
、
ロ
シ
ア

語
の
ほ
か
、
ロ
シ
ア
の
社
会
や
文

化
、
絵
画
、
学
術
的
な
手
紙
の
書

き
方
な
ど
も
教
え
て
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授
　
中
国
語

張 

書
傑

CH
O, Syoketsu

　

外
国
語
の
学
習
は
、
異
文
化
を

洞
察
す
る
窓
を
築
く
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
言
語
と
は
、
民
族
の
心

と
固
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で

す
。
私
と
一
緒
に
中
国
語
と
い
う

窓
を
築
き
、
そ
の
意
味
と
美
の
世

界
に
入
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
講
師
　
ド
イ
ツ
語

ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
、

ク
リ
ス
ト
フ

H
EN

D
RICKS,Christoph

　

外
国
語
と
し
て
の
ド
イ
ツ
語
の

ほ
か
、
法
学
も
専
門
と
し
て
い
ま

す
。
ド
イ
ツ
と
日
本
の
長
い
歴
史

を
思
い
つ
つ
、

今
後
こ
の
東
京

外
大
で
、
新
た

な
架
け
橋
を
築

い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
准
教
授
　
フ
ラ
ン
ス
語

ル
ボ
ワ・

ジ
ェ
ロ
ー
ム
、

ア
ン
ド
レ 

ジ
ャ
ン

LE BOIS,Jerom
e,Andre,Jean

　
「
先
ず
は
汝
自
身
を
知
れ
」。

言
語
の
習
得
に
は
、
地
域
に
よ
る

文
化
や
思
想
の
差
異
へ
の
理
解
が

不
可
欠
だ
と
実

感
で
き
る
授
業

を
心
が
け
て
い

ま
す
。

世
界
言
語
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

特
任
准
教
授
　
ベ
ト
ナ
ム
語

レ
テ
ィ・
タ
イ
ン・

タ
ム

LE TH
I TH

AN
H

 TAM

　

東
ア
ジ
ア
文
学
が
専
門
で
す
。

東
京
外
大
で
は
、学
生
・
教
員
の

皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ
と
が
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
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2016年3月、
退職された先生たち
からの「手紙」

モ
ン
ゴ
ル
研
究
者
の
道
に
進
む

上
で
最
も
重
要
な
契
機
と
な
っ
た

の
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
40
年
前

の
１
９
７
６
年
の
モ
ン
ゴ
ル
留
学
で

す
。
モ
ン
ゴ
ル
政
府
奨
学
生
と
い

う
こ
と
で
、
十
分
な
奨
学
金
を
与

え
ら
れ
、
２
年
間
恵
ま
れ
た
留
学

生
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
当
時
は
、

社
会
主
義
政
権
下
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
は
あ
り
ま
し
た
が
、
限
ら

れ
た
行
動
範
囲
の
中
で
、
濃
密
な

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

こ
の
時
に
知
り
合
っ
た
モ
ン
ゴ
ル

の
友
人
た
ち
と
は
、
今
で
も
毎
年

会
っ
て
食
事
を
し
ま
す
し
、
研
究

私
は
、
１
９
８
４
年
に
、
当
時

東
京
都
府
中
市
住
吉
町
に
あ
っ
た

外
国
語
学
部
附
属
日
本
語
学
校
に

赴
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
32
年

間
、
留
学
生
た
ち
に
数
学
を
教
え

る
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。

附
属
日
本
語
学
校
は
そ
の
後
、

１
９
９
２
年
に
留
学
生
日
本
語
教

育
セ
ン
タ
ー
に
改
組
さ
れ
、

２
０
０
４
年
に
は
朝
日
町
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
し
て
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。

留
学
生
へ
の
数
学
教
育
の
ほ
か

に
、
学
部
の
学
生
向
け
に
「
数
学

の
考
え
方
」
と
い
う
授
業
を
担
当

し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、
文
系

A
A
研
で
32
年
を
過
ご
し
ま
し

た
。
文
化
人
類
学
の
観
点
か
ら
ジ

ャ
ワ
を
中
心
に
王
権
や
暦
占
、
移

民
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
ま
し
た
。

研
究
所
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で

国
内
外
の
研
究
者
と
共
同
研
究
で

き
た
こ
と
は
幸
せ
で
し
た
。
採
用

当
時
は
、
時
間
は
あ
る
が
金
が
な

く
、
海
外
調
査
も
な
か
な
か
行
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後
に
は
金
は

あ
る
が
時
間
が
な
く
て
海
外
調
査

に
出
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
活
躍
さ
れ
る

方
々
に
と
っ
て
、
時
間
も
金
も
な

い
と
い
う
よ
う
な
時
代
が
到
来
し

な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

異
種
格
闘
技
と
い
う
と
ち
ょ
っ

と
変
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問

領
域
の
人
々
が
寄
り
集
ま
っ
て
現

代
世
界
の
「
問
題
」
を
中
心
に
議

論
を
戦
わ
せ
、
そ
れ
が
既
存
の
学

問
や
思
想
に
も
刺
激
を
投
げ
返
す
、

そ
ん
な
自
由
な
学
問
の
雰
囲
気
が

本
学
に
は
あ
り
ま
し
た
。
力
量
あ

る
先
輩
た
ち
が
作
っ
て
き
て
く
れ

た
大
学
の
個
性
で
す
が
、
そ
の
お

か
げ
で
戦
後
東
ア
ジ
ア
の
問
題
に

も
植
民
地
主
義
の
問
題
に
も
連
携

し
た
研
究
が
生
ま
れ
、
領
域
を
超

え
た
問
題
提
起
も
可
能
に
な
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
大
学
が
ど
こ
に
行
く
の

の
上
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
図

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
東
京
外
大
に
職
を
得

た
１
９
８
９
年
に
モ
ン
ゴ
ル
で
民
主

化
運
動
が
起
こ
り
、
盤
石
と
思
わ

れ
て
い
た
ソ
連
中
心
の
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
、
ま
っ
た
く
新
し
い
モ
ン
ゴ

ル
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、

幸
運
で
し
た
。

こ
の
数
年
は
、
中
国
で
の
モ
ン

ゴ
ル
研
究
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
フ

フ
ホ
ト
、
蘭
州
な
ど
の
大
学
で
講

演
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

今
後
も
、
モ
ン
ゴ
ル
以
外
に
住
む

モ
ン
ゴ
ル
人
と
の
付
き
合
い
を
大

事
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
へ
の
一
般
教
養
的
な
授
業
だ
っ

た
の
で
、
ま
っ
た
く
自
由
に
題
材

を
選
ん
で
話
す
こ
と
が
で
き
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
、
格
子

多
角
形
の
面
積
を
求
め
る
時
に
使

う
「
ピ
ッ
ク
の
定
理
」
と
い
う
ほ

と
ん
ど
予
備
知
識
が
い
ら
ず
、
そ

の
割
に
は
文
系
の
学
生
で
も
楽
し

め
る
定
理
を
ゆ
っ
く
り
と
話
せ
た

の
は
良
か
っ
た
と
、
思
い
出
に
残
っ

て
い
ま
す
。

32
年
間
、
無
事
に
勤
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
東
京
外
大
教
職

員
の
皆
さ
ま
と
学
生
諸
君
の
お
か

げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

私
の
キ
ャ
リ
ア
の
後
半
は
、
組

織
の
運
営
・
経
営
に
か
な
り
の
時

間
を
費
や
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

教
育
研
究
の
現
場
と
は
異
な
る
視

点
や
発
想
を
必
要
と
す
る
こ
の
領

域
は
、
異
文
化
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

世
界
の
諸
地
域
に
関
す
る
教
育

研
究
を
特
徴
と
す
る
東
京
外
大
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
社
会
の
中
で

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
長
い
目
で
し
っ

か
り
と
将
来
を
見
据
え
、
さ
ら
な

る
高
み
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

か
、
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
ね
。「
自

発
的
隷
従
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
文
科
系
大
学
の
存
在
意

義
を
疑
問
視
す
る
経
済
界
や
文
科

省
の
意
向
を
過
剰
に
先
取
り
し
て

批
判
精
神
を
失
い
、
技
術
の
み
を

切
り
売
り
す
る
よ
う
な
「
教
育
」

へ
の
道
を
歩
む
な
ら
、
こ
の
大
学

に
託
さ
れ
た
学
生
諸
君
の
夢
を
裏

切
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

政
権
に
い
い
な
り
の
メ
デ
ィ
ア

や
言
論
界
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
時
に
さ
す
が
東
京

外
大
卒
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
見
識

あ
る
人
材
を
輩
出
す
る
大
学
で
あ

り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

『ことばと国家』
岩波書店
田中克彦（著）
一言……「国家や

民族や共同体とことばの
関係を分かりやすく
論じた社会言語学の
入門書。言語を重視した
地域研究を進める
学生に最適」

『大いなる遺産』
岩波書店

ディケンズ（著）
一言……「専門とは
関係のない本ですが、

好きな本なので推薦します。
退職後は

たくさんあるディケンズの
長編をゆっくり読もうと
思っています」

『野生の思考』
みすず書房

クロード・レヴィ＝
ストロース（著）
一言……「我々が

学んできた思考や論理が
唯一絶対のものでは
ないことを教えてくれる。
流行とは関わりなく、
読まれ続けるべき本」

『詩歌と戦争　白秋と民衆、
総力戦への「道」』
NHK出版
中野敏男（著）

一言……「自著ですが
詩歌を素材に、戦争の
歴史とそこに生きる民衆の
心情にアプローチした
本です。こんな切り口も
あるのかと知ってほしいと

思います」

〈お薦めの１冊〉 〈お薦めの１冊〉

〈お薦めの１冊〉 〈お薦めの１冊〉

大学院総合国際学研究院
教授

二木博史
FUTAKI Hiroshi

大学院国際日本学研究院
准教授

佐藤宏孝
SATO Hirotaka

アジア・アフリカ言語文化研究所
教授／副学長

宮崎恒二
MIYAZAKI Koji

大学院総合国際学研究院
教授

中野敏男
NAKANO Toshio
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